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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】本発明は、端子と接続対象との接続スペースの
低減を図るコネクタを提供する。
【解決手段】コネクタは、ボディと、端子と、芯線４１
０ａ、４１０ｂとを備える。端子の接続部２４０ａはボ
ディの第１凹部１３０ａの第１底壁に設けられている。
端子の接続部２４０ｂは第１凹部１３０ａの第１側壁１
３２ａに設けられている。端子の接続部２４０ｃはボデ
ィの第２凹部１３０ｂの第２底壁に設けられている。端
子の接続部２４０ｄは第２凹部１３０ｂの第２側壁１３
２ｂに設けられている。芯線４１０ａは第１凹部１３０
ａ内で接続部２４０ａ、２４０ｂに接続されている。芯
線４１０ｂは第２凹部１３０ｂ内で接続部２４０ｃ、２
４０ｄに接続されている。
【選択図】図４Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された第１、第２、第３、第４端子と、
　第１、第２接続対象とを備えており、
　前記ボディは、接続部と、
　　第１底壁および第１側壁を有する第１凹部と、
　　第２底壁および第２側壁を有する第２凹部とを有しており、
　前記第１端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第１接点部と、
　　前記ボディの前記第１底壁内に当該第１底壁から露出するように設けられた又は前記
第１底壁上に配置された第１接続部とを有し、
　前記第２端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第２接点部と、
　　前記ボディの前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又は前記
第１側壁上に配置された第２接続部とを有し、
　前記第３端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第３接点部と、
　　前記ボディの前記第２底壁内に当該第２底壁から露出するように設けられた又は前記
第２底壁上に配置された第３接続部とを有し、
　前記第４端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第４接点部と、
　　前記ボディの前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又は前記
第２側壁上に配置された第４接続部を有し、
　前記第１接続対象は、前記第１凹部内で前記第１、第２接続部に接続されており、
　前記第２接続対象は、前記第２凹部内で前記第３、第４接続部に接続されているコネク
タ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　　前記第２接続部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又
は前記第１側壁上に配置された第１部と、
　　　前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部下に当該第１接続部に接触するよ
うに配置された第２部とを有しており、
　　前記第４接続部は、前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又
は前記第２側壁上に配置された第１部と、
　　　当該第４接続部の前記第１部に連設されており且つ前記第３接続部下に当該第３接
続部に接触するように配置された第２部とを有しているコネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタにおいて、
　　前記第１接続部の外形は、前記第２接続部の前記第２部の外形よりも小さく、
　　前記第３接続部の外形は、前記第４接続部の前記第２部の外形よりも小さいコネクタ
。
【請求項４】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　　前記第２接続部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又
は前記第１側壁上に配置された第１部と、
　　　前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部上に当該第１接続部に接触するよ
うに配置された第２部とを有しており、
　　前記第４接続部は、前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又
は前記第２側壁上に配置された第１部と、
　　　当該第４接続部の前記第１部に連設されており且つ前記第３接続部上に当該第３接
続部に接触するように配置された第２部とを有しているコネクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のコネクタにおいて、
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　　前記第２接続部の前記第２部の外形は、前記第１接続部の外形よりも小さく、
　　前記第４接続部の前記第２部の外形は、前記第３接続部の外形よりも小さいコネクタ
。
【請求項６】
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された第１、第２、第３、第４端子と、
　第１、第２接続対象とを備えており、
　前記ボディは、接続部と、
　　第１底壁および第１側壁を有する第１凹部と、
　　第２底壁および第２側壁を有する第２凹部とを有しており、
　前記第２端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第２接点部と、
　　前記ボディの前記第１底壁上に配置された第２接続部とを有し、
　前記第１端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第１接点部と、
　　前記第２接続部上に配置された第１接続部とを有し、
　前記第４端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第４接点部と、
　　前記ボディの前記第２底壁上に配置された第４接続部とを有し、
　前記第３端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第３接点部と、
　　前記第４接続部上に配置された第３接続部とを有し、
　前記第１接続対象は、前記第１凹部内で前記第１、第２接続部に接続されており、
　前記第２接続対象は、前記第２凹部内で前記第３、第４接続部に接続されているコネク
タ。
【請求項７】
　請求項１～６の何れかに記載のコネクタにおいて、
　　前記第１、第２接続部が一体化されており、
　　前記第３、第４接続部が一体化されているコネクタ。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載のコネクタにおいて、
　前記第１接続対象である第１芯線と、前記第２接続対象である第２芯線とを有するケー
ブルを更に備えたコネクタ。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載のコネクタにおいて、
　　前記第１、第２接点部は、少なくとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するよ
うに当該接続部に設けられており、
　　前記第３、第４接点部は、少なくとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するよ
うに当該接続部に設けられているコネクタ。
【請求項１０】
　請求項１～９の何れかに記載のコネクタに接続可能な相手側コネクタであって、
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された信号端子と、
　前記ボディに保持されており且つ前記第３端子の前記第３接点部に接触可能な第１電源
端子と、
　前記ボディに保持されており且つ前記第４端子の前記第４接点部に接触可能な第２電源
端子と、
　前記ボディに保持されており且つ前記第１端子の前記第１接点部に接触可能な第３電源
端子と、
　前記ボディに保持されており且つ前記第２端子の前記第２接点部に接触可能な第４電源
端子とを備えている相手側コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１０記載の相手側コネクタであって、
　前記ボディは、ベースと、
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　　前記ベースに設けられた第１突部と、
　　　前記第１突部に設けられた第２突部とを有しており、
　前記第１、第２、第３、第４電源端子は、一部が前記第１突部から露出した第１、第２
、第３、第４接点部を有しており、
　前記信号端子は、一部が前記第２突部から露出した接点部を有している相手側コネクタ
。
【請求項１２】
　請求１１記載の相手側コネクタであって、
　前記第１、第２接点部は、前記第１突部の異なる箇所から露出しており、
　前記第３、第４接点部は、前記第１突部の異なる箇所から露出している相手側コネクタ
。
【請求項１３】
　請求項１～９の何れかに記載のコネクタに接続可能な相手側コネクタであって、
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された信号端子と、
　前記ボディに保持された一対の電源端子とを備えており、
　前記電源端子のうちの一方の電源端子は前記第１、第２端子の前記第１、第２接点部の
何れか一方に接触可能であり、
　前記電源端子のうちの他方の電源端子は、前記第３、第４端子の前記第３、第４接点部
の何れか一方に接触可能である相手側コネクタ。
【請求項１４】
　請求項１３記載の相手側コネクタであって、
　前記ボディは、ベースと、
　　前記ベースに設けられた第１突部と、
　　　前記第１突部に設けられた第２突部とを有しており、
　前記電源端子は、一部が前記第１突部から露出した接点部を有しており、
　前記信号端子は、一部が前記第２突部から露出した接点部を有している相手側コネクタ
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタおよびこれに接続可能な相手側コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のコネクタとしては下記特許文献１に記載されたものがある。このコネクタは、
絶縁性を有するボディと、第１端子群と、第２端子群と、ケーブルとを備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＵＳ７，４８５，００８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　第１、第２端子群の少なくとも一方は、一対の信号端子と、一対の電源端子とを有して
いる。信号端子が信号の送受信に用いられる一方で、電源端子が電力供給に用いられてい
る。信号端子および電源端子にはケーブルの芯線が各々接続されている。
【０００５】
　ところで、上記コネクタは、一対の電源端子又は複数対の電源端子を用いて電力供給を
行うことが求められている。換言すると、上記コネクタは、一系統又は複数系統で電力供
給が可能な構成とすることが求められている。しかし、上記コネクタが複数対の電源端子
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を備えた構成とすると、電源端子とケーブルの芯線（接続対象）との接続スペースが、電
源端子および芯線の数だけ必要になり、上記コネクタが大型化する。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みて創案されたものであって、その目的とするところは、端子
と接続対象との接続スペースの低減を図ることができるコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の第１コネクタは、ボディと、第１、第２、第３、
第４端子と、第１、第２接続対象とを備えている。前記ボディは絶縁性を有している。前
記ボディは、接続部と、第１、第２凹部とを有している。前記第１凹部は、第１底壁と、
第１側壁とを有している。前記第２凹部は、第２底壁と、第２側壁とを有している。前記
第１、第２、第３、第４端子は前記ボディに保持されている。前記第１端子は、第１接点
部と、第１接続部とを有している。前記第１接点部は前記ボディの前記接続部に設けられ
ている。前記第１接続部は、前記ボディの前記第１底壁内に当該第１底壁から露出するよ
うに設けられている又は前記第１底壁上に配置されている。前記第２端子は、第２接点部
と、第２接続部とを有している。前記第２接点部は前記ボディの前記接続部に設けられて
いる。前記第２接続部は、前記ボディの前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するよう
に設けられている又は前記第１側壁上に配置されている。前記第３端子は、第３接点部と
、第３接続部とを有している。前記第３接点部は前記ボディの前記接続部に設けられてい
る。前記第３接続部は、前記ボディの前記第２底壁内に当該第２底壁から露出するように
設けられている又は前記第２底壁上に配置されている。前記第４端子は、第４接点部と、
第４接続部とを有している。前記第４接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている
。前記第４接続部は、前記ボディの前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設
けられている又は前記第２側壁上に配置されている。前記第１接続対象は、前記第１凹部
内で前記第１、第２接続部に接続されている。前記第２接続対象は、前記第２凹部内で前
記第３、第４接続部に接続されている。
【０００８】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第１、第３接続部が第１、第２凹部の第１
、第２底壁に、第２、第４接続部が第１、第２凹部の第１、第２側壁に設けられている。
第１接続対象が、第１凹部内で第１接続部および第２接続部に纏めて接続されている。第
２接続対象が、第２凹部内で第３接続部および第４接続部に纏めて接続されている。よっ
て、第１接続対象と第１、第２端子の第１、第２接続部との接続スペースを低減すること
ができ、第２接続対象と第３、第４端子の第３、第４接続部との接続スペースを低減する
ことができる。第１、第２、第３、第４端子が電力供給用の端子として用いられる場合、
第１、第２端子の何れか一方と、第３、第４端子の何れか一方とを用いて電力供給（すな
わち、一系統で電力供給）を行うことができるし、第１、第２、第３、第４端子を用いて
電力供給（すなわち、複数系統で電力供給）を行うこともできる。
【０００９】
　前記第２接続部は、第１、第２部を有した構成とすることが可能である。前記第２接続
部の前記第１部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又は前
記第１側壁上に配置された構成とすることが可能である。前記第２接続部の前記第２部は
、前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部下に当該第１接続部に接触するように
配置された構成とすることが可能である。前記第４接続部は、第１、第２部を有した構成
とすることが可能である。前記第４接続部の前記第１部は、前記第２側壁内に当該第２側
壁から露出するように設けられた又は前記第２側壁上に配置された構成とすることが可能
である。前記第４接続部の前記第２部は、当該第４接続部の前記第１部に連設されており
且つ前記第３接続部下に当該第３接続部に接触するように配置された構成とすることが可
能である。
【００１０】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第２接続部は、第１、第２部を有している
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。第１接続部と第２接続部の第２部とが接触し、電気的に接続されている。よって、第１
接続対象の第１、第２接続部に対する接続面積が増大する。また、第１接続対象を第１、
第２接続部の少なくとも一方に接続すれば、両者に接続される。このため、第１接続対象
と第１、第２端子との接続信頼性を向上させることができる。また、第４接続部は、第１
、第２部を有している。第３接続部と第４接続部の第２部とが接触し、電気的に接続され
ている。よって、第２接続対象の第３、第４接続部に対する接続面積が増大する。また、
第２接続対象を第３、第４接続部の少なくとも一方に接続すれば、両者に接続される。こ
のため、第２接続対象と第３、第４端子との接続信頼性を向上させることができる。
【００１１】
　前記第１接続部の外形は、前記第２接続部の前記第２部の外形よりも小さい構成とする
ことが可能である。前記第３接続部の外形は、前記第４接続部の前記第２部の外形よりも
小さい構成とすることが可能である。
【００１２】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第２接続部の第２部が第１接続部の周りか
ら部分的に露出している。第４接続部の第２部が第３接続部の周りから部分的に露出して
いる。よって、第１接続対象の第１、第２接続部に対する接続面積が増大し、第２接続対
象の第３、第４接続部に対する接続面積が増大する。よって、第１接続対象と第１、第２
端子との接続信頼性を更に向上させることができ、第２接続対象と第３、第４端子との接
続信頼性を更に向上させることができる。
【００１３】
　或いは、前記第２接続部は、第１、第２部を有した構成とすることが可能である。前記
第２接続部の前記第１部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられ
た又は前記第１側壁上に配置された構成とすることが可能である。前記第２接続部の前記
第２部は、前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部上に当該第１接続部に接触す
るように配置された構成とすることが可能である。前記第４接続部は、第１、第２部を有
した構成とすることが可能である。前記第４接続部の前記第１部は、前記第２側壁内に当
該第２側壁から露出するように設けられた又は前記第２側壁上に配置された構成とするこ
とが可能である。前記第４接続部の前記第２部は、当該第４接続部の前記第１部に連設さ
れており且つ前記第３接続部上に当該第３接続部に接触するように配置された構成とする
ことが可能である。
【００１４】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第２接続部は、第１、第２部を有している
。第１接続部と第２接続部の第２部とが接触し、電気的に接続されている。よって、第１
接続対象の第１、第２接続部に対する接続面積が増大する。また、第１接続対象を第１、
第２接続部の少なくとも一方に接続すれば、両者に接続される。このため、第１接続対象
と第１、第２端子との接続信頼性を向上させることができる。また、第４接続部は、第１
、第２部を有している。第３接続部と第４接続部の第２部とが接触し、電気的に接続され
ている。よって、第２接続対象の第３、第４接続部に対する接続面積が増大する。また、
第２接続対象を第３、第４接続部の少なくとも一方に接続すれば、両者に接続される。こ
のため、第２接続対象と第３、第４端子との接続信頼性を向上させることができる。
【００１５】
　前記第２接続部の前記第２部の外形は、前記第１接続部の外形よりも小さい構成とする
ことが可能である。前記第４接続部の前記第２部の外形は、前記第３接続部の外形よりも
小さい構成とすることが可能である。
【００１６】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第１接続部が第２接続部の第２部の周りか
ら部分的に露出している。第３接続部が第４接続部の第２部の周りから部分的に露出して
いる。よって、第１接続対象の第１、第２接続部に対する接続面積が増大し、第２接続対
象の第３、第４接続部に対する接続面積が増大する。よって、第１接続対象と第１、第２
端子との接続信頼性を更に向上させることができ、第２接続対象と第３、第４端子との接
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続信頼性を更に向上させることができる。
【００１７】
　本発明の第２コネクタは、ボディと、第１、第２、第３、第４端子と、第１、第２接続
対象とを備えている。前記ボディは絶縁性を有している。前記ボディは、接続部と、第１
、第２凹部とを有している。前記第１凹部は、第１底壁と、第１側壁とを有している。前
記第２凹部は、第２底壁と、第２側壁とを有している。前記第１、第２、第３、第４端子
は前記ボディに保持されている。前記第２端子は、第２接点部と、第２接続部とを有して
いる。前記第２接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第２接続部は、
前記ボディの前記第１底壁上に配置されている。前記第１端子は、第１接点部と、第１接
続部とを有している。前記第１接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記
第１接続部は、前記第２接続部上に配置されている。前記第４端子は、第４接点部と、第
４接続部とを有している。前記第４接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。
前記第４接続部は、前記ボディの前記第２底壁上に配置されている。前記第３端子は、第
３接点部と、第３接続部とを有している。前記第３接点部は前記ボディの前記接続部に設
けられている。前記第３接続部は、前記第４接続部上に配置されている。前記第１接続対
象は、前記第１凹部内で前記第１、第２接続部に接続されている。前記第２接続対象は、
前記第２凹部内で前記第３、第４接続部に接続されている。
【００１８】
　このような態様の第２コネクタによる場合、第１、第２接続部が第１凹部の第１底壁上
に重ねて配置されている。第３、第４接続部が第２凹部の第１底壁上に重ねて配置されて
いる。第１接続対象が、第１凹部内で第２、第１接続部に纏めて接続されている。第２接
続対象が、第２凹部内で第４、３接続部に纏めて接続されている。よって、第１接続対象
と第１、第２端子の第１、第２接続部との接続スペースを低減することができ、第２接続
対象と第３、第４端子の第３、第４接続部との接続スペースを低減することができる。第
１、第２、第３、第４端子が電力供給用の端子として用いられる場合、第１、第２端子の
何れか一方と、第３、第４端子の何れか一方とを用いて電力供給（すなわち、一系統で電
力供給）を行うことができるし、第１、第２、第３、第４端子を用いて電力供給（すなわ
ち、複数系統で電力供給）を行うこともできる。
【００１９】
　前記第１、第２接続部が一体化された構成とすることが可能である。前記第３、第４接
続部が一体化された構成とすることが可能である。このような態様の第１、第２コネクタ
による場合、第１、第２接続部が一体化され、第３、第４接続部が一体化されているので
、部品点数の低減を図ることができる。
【００２０】
　上述した第１、第２コネクタは、ケーブルを更に備えた構成とすることが可能である。
ケーブルは、前記第１接続対象である第１芯線と、前記第２接続対象である第２芯線とを
有する構成とすることが可能である。
【００２１】
　前記第１、第２接点部は、少なくとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するよう
に当該接続部に設けられた構成とすることが可能である。前記第３、第４接点部は、少な
くとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するように当該接続部に設けられた構成と
することが可能である。
【００２２】
　本発明の第１相手側コネクタは、上述した何れかの態様の第１、第２コネクタに接続可
能である。この第１相手側コネクタは、ボディと、信号端子と、第１、第２、第３、第４
電源端子とを備えている。前記ボディは絶縁性を有している。前記信号端子は前記ボディ
に保持されている。前記第１電源端子は、前記ボディに保持されており且つ前記第３端子
の前記第３接点部に接触可能である。前記第２電源端子は、前記ボディに保持されており
且つ前記第４端子の前記第４接点部に接触可能である。前記第３電源端子は、前記ボディ
に保持されており且つ前記第１端子の前記第１接点部に接触可能である。前記第４電源端



(8) JP 2014-146438 A 2014.8.14

10

20

30

40

50

子は、前記ボディに保持されており且つ前記第２端子の前記第２接点部に接触可能である
。
【００２３】
　このような態様の第１相手側コネクタは、第１電源端子を第３端子の第３接点部に、第
２電源端子を第４端子の第４接点部に、第３電源端子を第１端子の第１接点部に、第４電
源端子を第２端子の第２接点部に接触させることにより、複数系統で電力供給を行うこと
ができる。また、信号端子を別のコネクタの端子に接触させることにより、当該第１相手
側コネクタと別のコネクタとの間で信号伝送を行うことができる。
【００２４】
　前記ボディは、ベースと、第１、第２突部とを有する構成とすることが可能である。前
記第１突部は前記ベースに設けられた構成とすることが可能である。前記第２突部は、前
記第１突部に設けられた構成とすることが可能である。前記第１、第２、第３、第４電源
端子は、一部が前記第１突部から露出した第１、第２、第３、第４接点部を有する構成と
することが可能である。前記信号端子は、一部が前記第２突部から露出した接点部を有す
る構成とすることが可能である。
【００２５】
　このような態様の第１相手側コネクタによる場合、信号端子と、第１、第２、第３、第
４電源端子の第１、第２、第３、第４接点部とがボディの異なる箇所（第２、第１突部）
から露出している。このため、第１、第２、第３、第４電源端子を第３、第４、第１、第
２端子の第３、第４、第１、第２接点部に接触させるときに、信号端子が第３、第４、第
１、第２端子の第３、第４、第１、第２接点部に接触するのを防止することができる。信
号端子を別のコネクタの端子に接触させるときに、第１、第２、第３、第４電源端子が別
のコネクタの端子に接触するのを防止することができる。
【００２６】
　前記第１、第２接点部は、前記第１突部の異なる箇所から露出した構成とすることが可
能である。前記第３、第４接点部は、前記第１突部の異なる箇所から露出した構成とする
ことが可能である。
【００２７】
　本発明の第２相手側コネクタは、上述した何れかの態様のコネクタに接続可能である。
この第２相手側コネクタは、ボディと、信号端子と、一対の電源端子とを備えている。前
記ボディは絶縁性を有している。前記信号端子は前記ボディに保持されている。前記電源
端子は前記ボディに保持されている。前記電源端子のうちの一方の電源端子は、前記第１
、第２端子の前記第１、第２接点部の何れか一方に接触可能である。前記電源端子のうち
の他方の電源端子は、前記第３、第４端子の前記第３、第４接点部の何れか一方に接触可
能である。
【００２８】
　このような態様の第２相手側コネクタは、一方の電源端子が第１、第２端子の第１、第
２接点部の何れか一方に接触し、他方の電源端子が第３、第４端子の第３、第４接点部の
何れか一方に接触することにより、一系統で電力供給を行うことができる。また、信号端
子を別のコネクタの端子に接触させることにより、当該第２相手側コネクタと別のコネク
タとの間で信号伝送を行うことができる。
【００２９】
　前記ボディは、ベースと、第１、第２突部とを有する構成とすることが可能である。前
記第１突部は前記ベースに設けられた構成とすることが可能である。前記第２突部は、前
記第１突部に設けられた構成とすることが可能である。前記電源端子は、一部が前記第１
突部から露出した接点部を有した構成とすることが可能である。前記信号端子は、一部が
前記第２突部から露出した接点部を有した構成とすることが可能である。
【００３０】
　このような態様の第２相手側コネクタによる場合、信号端子の接点部と、電源端子の接
点部とがボディの異なる箇所（第２、第１突部）から露出している。このため、一方の電
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源端子が第１、第２端子の第１、第２接点部の何れか一方に接触し、他方の電源端子が第
３、第４端子の第３、第４接点部の何れか一方に接触するときに、信号端子が第１、第２
、第３、第４端子の第１、第２、第３、第４接点部に接触するのを防止することができる
。信号端子を別のコネクタの端子に接触させるときに、電源端子が別のコネクタの端子に
接触するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施例に係るコネクタの正面、平面および右側面から表した斜視図であ
る。
【図２Ａ】前記コネクタの図１中の２Ａ－２Ａ断面図であって、ケースを透過させた状態
の図である。
【図２Ｂ】前記コネクタの図１中の２Ｂ－２Ｂ断面図であって、ケースを透過させた状態
の図である。
【図２Ｃ】前記コネクタの図１中の２Ｃ－２Ｃ断面図であって、ケースを透過させた状態
の図である。
【図３Ａ】前記コネクタのボディ、端子、ロック端子、ケーブルおよびシールドケースの
正面、平面および右側面から表した斜視図である。
【図３Ｂ】前記コネクタのボディ、端子、ロック端子、ケーブルおよびシールドケースの
正面、底面および左側面から表した斜視図である。
【図４Ａ】前記コネクタのボディ、端子、ロック端子およびケーブルの正面、平面および
右側面から表した斜視図である。
【図４Ｂ】前記コネクタのボディ、端子、ロック端子およびケーブルの背面、底面および
右側面から表した斜視図である。
【図４Ｃ】前記コネクタのボディ、端子およびロック端子の背面、底面および右側面から
表した斜視図である。
【図５Ａ】前記コネクタのボディの正面、平面および右側面から表した斜視図である。
【図５Ｂ】前記コネクタのボディの背面、底面および右側面から表した斜視図である。
【図６Ａ】前記コネクタの端子の正面、平面および右側面から表した斜視図である。
【図６Ｂ】前記コネクタの端子の背面、底面および右側面から表した斜視図である。
【図７Ａ】前記コネクタのロック端子の正面、平面および右側面から表した斜視図である
。
【図７Ｂ】前記コネクタのロック端子の背面、底面および右側面から表した斜視図である
。
【図８Ａ】本発明の実施例に係る相手側コネクタの正面、平面および右側面から表した斜
視図である。
【図８Ｂ】前記相手側コネクタの背面、底面および右側面から表した斜視図である。
【図９Ａ】前記相手側コネクタの図８Ａ中の９Ａ－９Ａ断面図である。
【図９Ｂ】前記相手側コネクタの図８Ａ中の９Ｂ－９Ｂ断面図である。
【図９Ｃ】前記相手側コネクタの図８Ａ中の９Ｃ－９Ｃ断面図である。
【図１０Ａ】前記相手側コネクタのボディ、信号端子および電源端子の正面、底面および
左側面から表した斜視図である。
【図１０Ｂ】前記相手側コネクタのボディ、信号端子および電源端子の背面、平面および
左側面から表した斜視図である。
【図１１Ａ】前記相手側コネクタのボディの正面、底面および左側面から表した斜視図で
ある。
【図１１Ｂ】前記相手側コネクタのボディの背面、平面および左側面から表した斜視図で
ある。
【図１２Ａ】前記相手側コネクタの信号端子および電源端子の正面、底面および左側面か
ら表した斜視図である。
【図１２Ｂ】前記相手側コネクタの信号端子および電源端子の背面、平面および左側面か
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ら表した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施例に係るコネクタＰについて図１～図７Ｂを参照しつつ説明する。
コネクタＰはプラグコネクタである。コネクタＰは、ボディ１００と、第１、第２、第３
、第４端子２００ａ、２００ｂ、２００ｃ、２００ｄと、一対のロック端子３００と、ケ
ーブル４００と、シールドケース５００ａ、５００ｂと、ケース６００と、絶縁テープ７
００とを備えている。以下、コネクタＰの各構成要素について詳しく説明する。なお、図
３Ａ～図７Ｂに示すＸ１はコネクタＰの幅方向の一方側、Ｘ２はコネクタＰの幅方向の他
方側を示している。Ｙ１はコネクタＰの長さ方向の一方側、Ｙ２はコネクタＰの長さ方向
の他方側を示している。Ｚ１はコネクタＰの高さ方向の一方側を、Ｚ２はコネクタＰの高
さ方向の他方側を示している。Ｙ１－Ｙ２方向はＸ１－Ｘ２方向に直交し、Ｚ１－Ｚ２方
向はＸ１－Ｘ２方向およびＹ１－Ｙ２方向に直交している。
【００３３】
　ボディ１００は、図２Ａ～図２Ｃおよび図４Ａ～図５Ｂに示すように、絶縁樹脂で構成
されている。ボディ１００は、ベース１１０と、突部１２０と、第１、第２凹部１３０ａ
、１３０ｂと、接続部１４０と、収容部１５０ａ、１５０ｂ、１５０ｃ、１５０ｄと、一
対の収容部１６０とを有している。
【００３４】
　ベース１１０は絶縁樹脂製のブロックである。ベース１１０のＹ２方向側の端部（ボデ
ィ１００のＹ２方向側の端部（後端部））のＺ１方向側の部分（上側部分）には、図４Ａ
および図５Ａに示すように、２つの凹部がＸ１－Ｘ２方向に並ぶように設けられている。
【００３５】
　第１、第２凹部１３０ａ、１３０ｂは、図４Ｂ、図４Ｃおよび図５Ｂに示すように、ベ
ース１１０のＹ２方向側の端部のＺ２方向側の部分（下側部分）に、Ｘ１－Ｘ２方向に並
ぶように設けられている。第１、第２凹部１３０ａ、１３０ｂは、略矩形状の凹部であっ
て、Ｙ２方向側およびＺ２方向側に開放されている。第１凹部１３０ａは、第１底壁１３
１ａと、第１底壁１３１ａに対して略直角な第１側壁１３２ａとを有している。第１側壁
１３２ａは、第１凹部１３０ａのＸ１方向（外側）の壁である。第２凹部１３０ｂは、第
２底壁１３１ｂと、第２底壁１３１ｂに対して略直角な第２側壁１３２ｂとを有している
。第２側壁１３２ｂは、第２凹部１３０ｂのＸ２方向（外側）の壁である。絶縁テープ７
００は、図２Ａに示すように、第１、第２凹部１３０ａ、１３０ｂを塞ぐように配置され
ている。
【００３６】
　突部１２０は、図４Ａ～図５Ｂに示すように、ベース１１０のＹ１方向側の端部のＺ１
－Ｚ２方向の中央部に設けられている。突部１２０はＹ１方向に延びた絶縁樹脂製の板で
ある。ベース１１０のＹ１方向側の端部の突部１２０のＺ２方向側には、略Ｕ字状のスリ
ット１１１が設けられている。
【００３７】
　接続部１４０は、突部１２０のＹ１方向の端部に設けられている。接続部１４０は、Ｙ
１方向（前方）およびＺ１方向（上方）に開放された凹部である。
【００３８】
　収容部１５０ａは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、係合穴１５１ａと、溝１５２ａとを
有している。係合穴１５１ａは、第１凹部１３０ａのＹ１方向側の壁から接続部１４０の
Ｙ２方向側の壁にかけて貫通した断面矩形状の孔である。溝１５２ａは、係合穴１５１ａ
に連通するように、接続部１４０の底壁に設けられている。溝１５２ａはＹ１方向に延び
ている。
【００３９】
　収容部１５０ｃは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、係合穴１５１ｃと、溝１５２ｃとを
有している。係合穴１５１ｃは、第２凹部１３０ｂのＹ１方向側の壁から接続部１４０の
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Ｙ２方向側の壁にかけて貫通した断面矩形状の孔である。溝１５２ｃは、係合穴１５１ｃ
に連通するように、接続部１４０の底壁に設けられている。溝１５２ｃはＹ１方向に延び
ている。
【００４０】
　収容部１５０ｂは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、Ｌ字凹部１５１ｂと、係合穴１５２
ｂと、スリット１５３ｂと、収容凹部１５４ｂとを有している。Ｌ字凹部１５１ｂは、ベ
ース１１０の第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａおよび第１側壁１３２ａに設けられた
断面略Ｌ字状の凹部である。Ｌ字凹部１５１ｂは、ボトム領域と、サイド領域とを有して
いる。ボトム領域は、第１底壁１３１ａに設けられている。サイド領域は、ボトム領域に
連通するように第１側壁１３２ａに設けられている。係合穴１５２ｂは、第１凹部１３０
ａのＹ１方向側の壁から接続部１４０のＹ２方向側の壁にかけて貫通した断面略Ｌ字状の
孔である。係合穴１５２ｂは、Ｌ字凹部１５１ｂに連通している。係合穴１５２ｂは、図
２Ａ、図４Ｃおよび図５Ｂに示すように、収容部１５０ａの係合穴１５１ａのＺ１方向（
上方）側に位置している。係合穴１５２ｂと係合穴１５１ａとの間には、両者に連通した
矩形状の連通孔が設けられている。係合穴１５２ｂは、水平部と、垂直部とを有している
。スリット１５３ｂは、図４Ａおよび図５Ａに示すように、係合穴１５２ｂの垂直部に連
通するように、接続部１４０の底壁に設けられている。スリット１５３ｂは、Ｙ１方向に
延びている。スリット１５３ｂは、溝１５２ａのＸ１方向側に位置している。収容凹部１
５４ｂは、接続部１４０のＸ１方向の側壁に設けられている。
【００４１】
　収容部１５０ｄは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、Ｌ字凹部１５１ｄと、係合穴１５２
ｄと、スリット１５３ｄと、収容凹部１５４ｄとを有している。Ｌ字凹部１５１ｄは、ベ
ース１１０の第２凹部１３０ｂの第２底壁１３１ｂおよび第２側壁１３２ｂに設けられた
断面略Ｌ字状の凹部である。Ｌ字凹部１５１ｄは、ボトム領域と、サイド領域とを有して
いる。ボトム領域は、第２底壁１３１ｂに設けられている。サイド領域は、ボトム領域に
連通するように第２側壁１３２ｂに設けられている。係合穴１５２ｄは、第２凹部１３０
ｂのＹ１方向側の壁から接続部１４０のＹ２方向側の壁にかけて貫通した断面略Ｌ字状の
孔である。係合穴１５２ｄは、Ｌ字凹部１５１ｄに連通している。係合穴１５２ｄは、図
４Ｃおよび図５Ｂに示すように、収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃのＺ１方向（上方）側
に位置している。係合穴１５２ｄと係合穴１５１ｃとの間には、両者に連通した矩形状の
連通孔が設けられている。係合穴１５２ｄは、水平部と、垂直部とを有している。スリッ
ト１５３ｄは、図４Ａおよび図５Ａに示すように、係合穴１５２ｄの垂直部に連通するよ
うに、接続部１４０の底壁に設けられている。スリット１５３ｄは、Ｙ１方向に延びてい
る。スリット１５３ｄは、溝１５２ｃのＸ２方向側に位置している。収容凹部１５４ｄは
、接続部１４０のＸ２方向の側壁に設けられている。
【００４２】
　収容部１６０は、図２Ｂ、図２Ｃおよび図５Ａ～図５Ｂに示すように、係合孔１６１と
、スリット１６２とを有している。係合孔１６１は、ベース１１０のＹ２方向側の端面か
らＹ１方向側の端面にかけて貫通した孔である。係合孔１６１は、第１凹部１３０ａ、収
容部１５０ａの係合穴１５１ａおよび収容部１５０ｂの係合穴１５２ｂのＸ１方向側と、
第２凹部１３０ｂ、収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃおよび収容部１５０ｄの係合穴１５
２ｄのＸ２方向側とに配置されている。スリット１６２は、係合孔１６１に連通するよう
に、突部１２０のＸ１方向側およびＸ２方向側の端部に設けられている。スリット１６２
は、Ｙ１方向に延びており且つＺ１方向に開放されている。スリット１６２は、収容部１
５０ａの係合穴１５１ａ、収容部１５０ｂの係合穴１５２ｂおよび接続部１４０のＸ１方
向側と、収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃ、収容部１５０ｄの係合穴１５２ｄおよび接続
部１４０のＸ２方向側とに配置されている。
【００４３】
　第１端子２００ａはボディ１００に保持された正極側（Ｖｃｃ側）の電源端子である。
第１端子２００ａは、図２Ａ～図２Ｃ、図４Ａ～図４Ｃおよび図６Ａ～図６Ｂに示すよう
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に、金属板で構成されている。第１端子２００ａは、第１接点部２１０ａと、第１係合部
２２０ａと、第１折り曲げ部２３０ａと、第１接続部２４０ａとを有している。
【００４４】
　第１係合部２２０ａは、Ｙ１－Ｙ２方向に延びた矩形状の金属板である。第１係合部２
２０ａは、ボディ１００の収容部１５０ａの係合穴１５１ａに挿入され、係合されている
。第１接点部２１０ａは、第１係合部２２０ａのＹ１方向の端部に連設された略Ｌ字状の
金属板である。第１接点部２１０ａは、収容部１５０ａの溝１５２ａに挿入され、当該溝
１５２ａから接続部１４０に部分的に露出している。第１折り曲げ部２３０ａは、第１係
合部２２０ａのＹ２方向の端部に連設された金属板であって、Ｚ１方向に折り曲げられて
いる。第１折り曲げ部２３０ａは、ボディ１００の第１凹部１３０ａ内に収容されている
。第１接続部２４０ａは、第１折り曲げ部２３０ａに連設され且つＹ２方向に延びた金属
板である。第１接続部２４０ａは、第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａ上に配置されて
いる。第１接続部２４０ａは、Ｘ１、Ｘ２方向の端部を有する。第１接続部２４０ａのＸ
１、Ｘ２方向の端部の間は切り欠かれている（以下、第１切欠き部と称する。）。また、
Ｘ１方向の端部のＹ１－Ｙ２方向の長さ寸法が、Ｘ２方向の端部のＹ１－Ｙ２方向の長さ
寸法よりも小さくなるように、Ｘ１方向の端部のＹ２方向の端部が切り欠かれている（以
下、第２切欠き部と称する。）。
【００４５】
　第３端子２００ｃはボディ１００に保持された負極側（ＧＮＤ側）の電源端子である。
第３端子２００ｃは、図２Ｂ～図２Ｃ、図４Ａ～図４Ｃおよび図６Ａ～図６Ｂに示すよう
に、金属板で構成されている。第３端子２００ｃは第１端子２００ａの対称形状であるの
で、第３端子２００ｃが第１端子２００ａと相違している点についてのみ説明する。第３
端子２００ｃの第３係合部２２０ｃは、ボディ１００の収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃ
に挿入され、係合されている。第３端子２００ｃの第３接点部２１０ｃは、収容部１５０
ｃの溝１５２ｃに挿入され、当該溝１５２ｃから接続部１４０に部分的に露出している。
第３端子２００ｃの第３折り曲げ部２３０ｃは、ボディ１００の第２凹部１３０ｂ内に収
容されている。第３端子２００ｃの第３接続部２４０ｃは、第２凹部１３０ｂの第２底壁
１３１ｂ上に配置されている。第２接続部２４０ｂは、Ｘ１、Ｘ２方向の端部を有する。
第２接続部２４０ｂのＸ１、Ｘ２方向の端部の間は切り欠かれている（以下、第１切欠き
部と称する。）。また、Ｘ２方向の端部のＹ１－Ｙ２方向の長さ寸法が、Ｘ１方向の端部
のＹ１－Ｙ２方向の長さ寸法よりも小さくなるように、Ｘ２方向の端部のＹ２方向の端部
が切り欠かれている（以下、第２切欠き部と称する。）。
【００４６】
　第２端子２００ｂはボディ１００に保持された正極側（Ｖｃｃ側）の電源端子である。
第２端子２００ｂは、図２Ａ～図２Ｃ、図４Ａ～図４Ｃおよび図６Ａ～図６Ｂに示すよう
に、金属板で構成されている。第２端子２００ｂは、第２接点部２１０ｂと、第２係合部
２２０ｂと、第２延長部２３０ｂと、第２接続部２４０ｂとを有している。
【００４７】
　第２係合部２２０ｂは、Ｙ１－Ｙ２方向に延びた断面略Ｌ字状の金属板である。第２係
合部２２０ｂは、ボディ１００の収容部１５０ｂの係合穴１５２ｂに挿入され、係合され
ている。第２係合部２２０ｂは、水平部と、垂直部とを有している。第２延長部２３０ｂ
は、第２係合部２２０ｂの垂直部のＹ１方向の端部に連設された略Ｌ字状の金属板である
。第２延長部２３０ｂは、Ｙ１方向に延びた第１部と、この第１部に対して略直角に折り
曲げられた第２部とを有している。第２延長部２３０ｂの第１部は、収容部１５０ｂのス
リット１５３ｂに挿入されている。第２延長部２３０ｂの第２部は、収容部１５０ｂの収
容凹部１５４ｂのＹ２方向の壁に沿うように配置されている。第２接点部２１０ｂは、第
２延長部２３０ｂの第２部に連設された金属板である。第２接点部２１０ｂは、収容部１
５０ｂの収容凹部１５４ｂのＸ１方向の壁に沿うように配置されている。上述したように
第１、第２接点部２１０ａ、２１０ｂは、接続部１４０の異なる箇所（収容部１５０ａの
溝１５２ａ、収容部１５０ｂの収容凹部１５４ｂ）から露出している。
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【００４８】
　第２接続部２４０ｂは、第２係合部２２０ｂのＹ２方向の端部に連設された断面略Ｌ字
状の金属板である。第２接続部２４０ｂは、第１部２４１ｂと、第２部２４２ｂとを有し
ている。第１部２４１ｂは、第１凹部１３０ａのＬ字凹部１５１ｂの上記サイド領域に収
容されている。すなわち、第１部２４１ｂは、第１凹部１３０ａの第１側壁１３２ａ内に
当該第１側壁１３２ａから露出するように設けられている。第２部２４２ｂは、第１部２
４１ｂのＺ２方向の端部に連設され且つ第１部２４１ｂに対して直角に折り曲げられた金
属板である。第２部２４２ｂは、第１凹部１３０ａのＬ字凹部１５１ｂの上記ボトム領域
に収容されている。すなわち、第２部２４２ｂは、第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａ
内に当該第１底壁１３１ａから露出するように設けられている。第２部２４２ｂは、第１
端子２００ａの第１接続部２４０ａ下に位置しており且つ当該第１接続部２４０ａに接触
している。第２部２４２ｂは、第１接続部２４０ａの第１、第２切欠き部から露出してい
る。すなわち、第１接続部２４０ａの外形は、第２部２４２ｂの外形よりも小さい。
【００４９】
　第４端子２００ｄはボディ１００に保持された負極側（ＧＮＤ側）の電源端子である。
第４端子２００ｄは、図２Ｂ～図２Ｃ、図４Ａ～図４Ｃおよび図６Ａ～図６Ｂに示すよう
に、金属板で構成されている。第４端子２００ｄは、第２端子２００ｂの対称形状である
ので、第４端子２００ｄが第２端子２００ｂと相違している点についてのみ説明する。第
４端子２００ｄの第４係合部２２０ｄは、ボディ１００の収容部１５０ｄの係合穴１５２
ｄに挿入され、係合されている。第４端子２００ｄの第４延長部２３０ｄの第１部は、収
容部１５０ｄのスリット１５３ｄに挿入されている。第４延長部２３０ｄの第２部は、収
容部１５０ｄの収容凹部１５４ｄのＹ２方向の壁に沿うように配置されている。
【００５０】
　第４端子２００ｄの第４接点部２１０ｄは、収容部１５０ｄの収容凹部１５４ｄのＸ２
方向の壁に沿うように配置されている。上述したように第３、第４接点部２１０ｃ、２１
０ｄは、接続部１４０の異なる箇所（収容部１５０ｃの溝１５２ｃ、収容部１５０ｄの収
容凹部１５４ｄ）から露出している。第４端子２００ｄの第４接続部２４０ｄの第１部２
４１ｄは、第２凹部１３０ｂのＬ字凹部１５１ｄの上記サイド領域に収容されている。す
なわち、第１部２４１ｄは、第２凹部１３０ｂの第２側壁１３２ｂ内に当該第２側壁１３
２ｂから露出するように設けられている。第４接続部２４０ｄの第２部２４２ｄは、第２
凹部１３０ｂのＬ字凹部１５１ｄの上記ボトム領域に収容されている。すなわち、第２部
２４２ｄは、第２凹部１３０ｂの第２底壁１３１ｂ内に当該第２底壁１３１ｂから露出す
るように設けられている。第２部２４２ｄは、第３端子２００ｃの第３接続部２４０ｃ下
に位置しており且つ当該第３接続部２４０ｃに接触している。第２部２４２ｄは、第３接
続部２４０ｃの第１、第２切欠き部から露出している。すなわち、第３接続部２４０ｃの
外形は、第２部２４２ｄの外形よりも小さい。
【００５１】
　各ロック端子３００は、図７Ａ～図７Ｂに示すように、固定部３１０と、アーム３２０
と、当接部３３０とを有している。固定部３１０は略Ｃ字状の板である。固定部３１０が
、図２Ｂ～図２Ｃおよび図４Ｂ～図４Ｃに示すように、ボディ１００の収容部１６０の係
合孔１６１に挿入され、係合されている。固定部３１０は、２つのＹ１方向の端部と、Ｙ
２方向の端部とを有している。アーム３２０は、固定部３１０のＹ１方向の端部のうちの
Ｚ１方向側の端部に連設され且つＹ１方向に延びている。アーム３２０の先端部には、Ｚ
１方向に凸の爪３２１が設けられている。アーム３２０は、図４Ａに示すように、収容部
１６０のスリット１６２に収容され、爪３２１がスリット１６２からＺ１方向に突出して
いる。アーム３２０は、Ｚ２方向に弾性変形可能である。爪３２１は、アーム３２０の弾
性変形に伴って、スリット１６２内に挿入可能となっている。当接部３３０は、固定部３
１０のＹ２方向の端部のＺ２方向の部分（下側部分）がカットされ、折り曲げられた板で
ある。当接部３３０がボディ１００に当接することにより、固定部３１０およびアーム３
２０の収容部１６０内における位置決めがなされている。
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【００５２】
　ケーブル４００は、図２Ａ～図４Ｂに示すように、第１、第２芯線４１０ａ、４１０ｂ
（第１、第２接続対象）と、絶縁体４２０とを有している。絶縁体４２０は第１、第２芯
線４１０ａ、４１０ｂを覆う円筒である。第１芯線４１０ａは正極側（Ｖｃｃ側）である
。第２芯線４１０ｂは負極側（ＧＮＤ側）である。第１、第２芯線４１０ａ、４１０ｂの
長さ方向の一端部は、絶縁体４２０から突出している。第１芯線４１０ａの一端部は、ボ
ディ１００の第１凹部１３０ａに挿入され、第１端子２００ａの第１接続部２４０ａおよ
び第２端子２００ｂの第２接続部２４０ｂ（第１、第２部２４１ｂ、２４２ｂ）にはんだ
接続されている。第２芯線４１０ｂの一端部は、ボディ１００の第２凹部１３０ｂに挿入
され、第３端子２００ｃの第３接続部２４０ｃおよび第４端子２００ｄの第４接続部２４
０ｄ（第１、第２部２４１ｄ、２４２ｄ）にはんだ接続されている。第１、第２芯線４１
０ａ、４１０ｂの長さ方向の他端部は、図示しないアダプタに接続可能である。第１、第
２芯線４１０ａ、４１０ｂはアダプタを介して電源に接続可能である。
【００５３】
　シールドケース５００ａは、図２Ａ～図３Ｂに示すように、金属板で構成されている。
シールドケース５００ａは、筒５１０ａと、カップ５２０ａと、ケーブル保持部５３０ａ
を有している。カップ５２０ａは、断面略逆Ｕ字状である。カップ５２０ａがＺ１方向か
らベース１１０に被せられている。カップ５２０ａのＸ１、Ｘ２方向の端部には、複数の
係合片５２１ａが設けられている。
【００５４】
　筒５１０ａは、カップ５２０ａのＹ１方向の端部に連設されている。筒５１０ａの内形
は、ボディ１００の突部１２０の外形に対応している。筒５１０ａ内に突部１２０が嵌合
している。筒５１０ａは、突部１２０の接続部１４０、収容凹部１５４ｂおよび収容凹部
１５４ｄのＺ１方向側の開口を塞いでいる。筒５１０ａ、接続部１４０、収容凹部１５４
ｂおよび収容凹部１５４ｄにより、コネクタＰの接続孔が区画されている。筒５１０ａの
Ｚ１方向の板（上板）には、一対の開口５１１ａがボディ１００のスリット１６２に対応
する位置に設けられている。開口５１１ａからロック端子３００のアーム３２０の爪３２
１が突出している。筒５１０ａのＺ２方向の板（下板）には、一対の係合片５１２ａが設
けられている。
【００５５】
　ケーブル保持部５３０ａは、カップ５２０ａのＹ２方向の端部に連設され且つＹ２方向
に延びた板である。ケーブル保持部５３０ａの先端部はケーブル４００の絶縁体４２０に
当接している。
【００５６】
　シールドケース５００ｂは、図２Ａ～図３Ｂに示すように、金属板で構成されている。
シールドケース５００ｂは、舌部５１０ｂと、カップ５２０ｂと、ケーブル保持部５３０
ｂを有している。カップ５２０ｂは断面略逆Ｕ字状である。カップ５２０ｂは、Ｚ２方向
からベース１１０およびカップ５２０ａに被せられている。すなわち、カップ５２０ａ、
５２０ｂによりベース１１０の外周が覆われている。カップ５２０ｂのＸ１、Ｘ２方向の
端部には、複数の係合孔５２１ｂが設けられている。カップ５２０ｂの係合孔５２１ｂに
カップ５２０ａの係合片５２１ａが係合されている。カップ５２０ｂは、絶縁テープ７０
０に接触し、当該絶縁テープ７００が第１、第２凹部１３０ａ、１３０ｂを閉塞した状態
を維持している。絶縁テープ７００によって、カップ５２０ｂと第１、第２凹部１３０ａ
、１３０ｂ内の上記はんだとの間を絶縁し、両者間がショートしないようにしている。な
お、第１凹部１３０ａ内のはんだは、第１芯線４１０ａ、第１端子２００ａの第１接続部
２４０ａおよび第２端子２００ｂの第２接続部２４０ｂを接続するためのはんだである。
第２凹部１３０ｂ内のはんだは、第２芯線４１０ｂ、第３端子２００ｃの第３接続部２４
０ｃおよび第４端子２００ｄの第４接続部２４０ｄを接続するためのはんだである。
【００５７】
　舌部５１０ｂは、カップ５２０ｂのＹ１方向の端部に連設されている。舌部５１０ｂに
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は図３Ｂに示すようにスリット５１１ｂが設けられている。スリット５１１ｂに筒５１０
ａの係合片５１２ａが係合されている。
【００５８】
　ケーブル保持部５３０ｂは、カップ５２０ｂのＹ２方向の端部に連設され且つＹ２方向
に延びた板である。ケーブル保持部５３０ｂの先端部はリング状に湾曲し、ケーブル保持
部５３０ａの先端部およびケーブル４００の絶縁体４２０を保持している。
【００５９】
　ケース６００は、図１に示すように、ボディ１００のベース１１０、シールドケース５
００ａのカップ５２０ａおよびケーブル保持部５３０ａ、シールドケース５００ｂおよび
ケーブル４００の長さ方向の一端部を覆う絶縁樹脂である。換言すると、シールドケース
５００ａの筒５１０ａおよびボディ１００の突部１２０は、ケース６００からＹ１方向側
に突出している。ケーブル４００の一端部以外の部分は、ケース６００からＹ２方向側に
導出されている。
【００６０】
　以下、コネクタＰの組立手順について詳しく説明する。まず、ボディ１００及び第２、
第４端子２００ｂ、２００ｄを用意する。その後、第２端子２００ｂの第２接続部２４０
ｂおよび第２係合部２２０ｂをボディ１００の係合穴１５２ｂにＹ１方向側から挿入する
。すると、第２接続部２４０ｂがボディ１００の第１凹部１３０ａのＬ字凹部１５１ｂに
嵌合する。これにより、第２接続部２４０ｂが第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａおよ
び第１側壁１３２ａ内に埋め込まれ、当該第１底壁１３１ａおよび第１側壁１３２ａから
露出する。第２係合部２２０ｂが係合穴１５２ｂに係合される。第２端子２００ｂの第２
延長部２３０ｂがボディ１００のスリット１５３ｂに挿入されると共に、ボディ１００の
収容凹部１５４ｂのＹ２方向の壁に沿うように配置される。第２端子２００ｂの第２接点
部２１０ｂが収容凹部１５４ｂのＸ１方向の壁に沿うように配置される。このようにして
第２端子２００ｂがボディ１００に保持される。
【００６１】
　同様に、第４端子２００ｄの第４接続部２４０ｄおよび第４係合部２２０ｄをボディ１
００の係合穴１５２ｄにＹ１方向側から挿入する。すると、第４接続部２４０ｄがボディ
１００の第２凹部１３０ｂのＬ字凹部１５１ｄに嵌合する。これにより、第４接続部２４
０ｄが第２凹部１３０ｂの第２底壁１３１ｂおよび第２側壁１３２ｂ内に埋め込まれ、当
該第２底壁１３１ｂおよび第２側壁１３２ｂから露出する。第４係合部２２０ｄが係合穴
１５２ｄに係合される。第４端子２００ｄの第４延長部２３０ｄがボディ１００のスリッ
ト１５３ｄに挿入されると共に、ボディ１００の収容凹部１５４ｄのＹ２方向の壁に沿う
ように配置される。第４端子２００ｄの第４接点部２１０ｄが収容凹部１５４ｄのＸ２方
向の壁に沿うように配置される。このようにして第４端子２００ｄがボディ１００に保持
される。
【００６２】
　その後、第１、第３端子２００ａ、２００ｃを用意する。その後、第１端子２００ａの
第１接点部２１０ａおよび第１係合部２２０ａを、ボディ１００の係合穴１５１ａにＹ２
方向側から挿入する。すると、第１接点部２１０ａがボディ１００の溝１５２ａに挿入さ
れ、接続部１４０に露出する。第１係合部２２０ａが係合穴１５１ａに係合される。第１
端子２００ａの第１折り曲げ部２３０ａがボディ１００の第１凹部１３０ａ内に収容され
る。第１端子２００ａの第１接続部２４０ａが第１凹部１３０ａ内の第２端子２００ｂの
第２接続部２４０ｂ上に配置される。これにより、第１接続部２４０ａが第２接続部２４
０ｂの第２部２４２ｂに接触する。第２部２４２ｂが第１接続部２４０ａの第１、第２切
欠き部から露出する。
【００６３】
　同様に、第３端子２００ｃの第３接点部２１０ｃおよび第３係合部２２０ｃを、ボディ
１００の係合穴１５１ｃにＹ２方向側から挿入する。すると、第３接点部２１０ｃがボデ
ィ１００の溝１５２ｃに挿入され、接続部１４０に露出する。第３係合部２２０ｃが係合
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穴１５１ｃに係合される。第３端子２００ｃの第３折り曲げ部２３０ｃがボディ１００の
第２凹部１３０ｂ内に収容される。第３端子２００ｃの第３接続部２４０ｃが第２凹部１
３０ｂ内の第４端子２００ｄの第４接続部２４０ｄ上に配置される。これにより、第３接
続部２４０ｃが第４接続部２４０ｄの第２部２４２ｄに接触する。第２部２４２ｄが第３
接続部２４０ｃの第１、第２切欠き部から露出する。
【００６４】
　その後、ケーブル４００を用意する。その後、ケーブル４００の第１芯線４１０ａをボ
ディ１００の第１凹部１３０ａに挿入し、第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂに接触さ
せる。同様に、ケーブル４００の第２芯線４１０ｂをボディ１００の第２凹部１３０ｂに
挿入し、第３、第４接続部２４０ｃ、２４０ｄに接触させる。この状態で、第１芯線４１
０ａを第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂにはんだ接続させ、第２芯線４１０ｂを第３
、第４接続部２４０ｃ、２４０ｄにはんだ接続させる。
【００６５】
　その後、ロック端子３００を用意する。その後、ロック端子３００のアーム３２０およ
び固定部３１０をボディ１００の係合孔１６１に挿入する。すると、固定部３１０が係合
孔１６１に係合される。ロック端子３００の当接部３３０がボディ１００に当接する。ア
ーム３２０がボディ１００のスリット１６２に挿入され、当該アーム３２０の爪３２１が
スリット１６２からＺ１方向に突出する。
【００６６】
　その後、シールドケース５００ａ、５００ｂおよび絶縁テープ７００を用意する。この
シールドケース５００ｂのケーブル保持部５３０ｂは平板状である。その後、シールドケ
ース５００ａの筒５１０ａにボディ１００の突部１２０を挿入すると共に、シールドケー
ス５００ａのカップ５２０ａをボディ１００のベース１１０に被せる。このとき、シール
ドケース５００ａのケーブル保持部５３０ａがケーブル４００の絶縁体４２０に接触する
。ロック端子３００の爪３２１が筒５１０ａの開口５１１ａに挿入される。
【００６７】
　その後、絶縁テープ７００をボディ１００上に配置し、第１、第２凹部１３０ａ、１３
０ｂを閉塞させる。その後、シールドケース５００ｂの舌部５１０ｂのスリット５１１ｂ
に筒５１０ａの係合片５１２ａを挿入させ、係合させる。これと共に、シールドケース５
００ｂのカップ５２０ｂをカップ５２０ａに被せる。すると、カップ５２０ａの係合片５
２１ａがカップ５２０ｂの係合孔５２１ｂに係合される。カップ５２０ｂが絶縁テープ７
００に接触する。ケーブル保持部５３０ｂがケーブル４００の絶縁体４２０に接触する。
このようにシールドケース５００ａ、５００ｂが組み合わされ、ボディ１００を覆う。そ
の後、ケーブル保持部５３０ｂをリング状に湾曲させ、ケーブル４００及びケーブル保持
部５３０ａを保持させる。これにより、シールドケース５００ａ、５００ｂがケーブル４
００を保持する。
【００６８】
　その後、ボディ１００のベース１１０、シールドケース５００ａのカップ５２０ａおよ
びケーブル保持部５３０ａ、シールドケース５００ｂおよびケーブル４００の長さ方向の
一端部を、金型内に配置する。その後、金型内に絶縁樹脂を射出する。硬化した絶縁樹脂
がケース６００となる。これにより、ケース６００がボディ１００のベース１１０、シー
ルドケース５００ａのカップ５２０ａおよびケーブル保持部５３０ａ、シールドケース５
００ｂおよびケーブル４００の長さ方向の一端部を覆う。
【００６９】
　上述したコネクタＰは、以下の技術的特徴を有する。第１に、大容量の電力供給を行う
ために、第１、第２芯線４１０ａ、４１０ｂの外径を大きくしたとしても、コネクタＰの
大型化を抑止することができる。その理由は以下の通りである。第２接続部２４０ｂが第
１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａおよび第１側壁１３２ａに設けられ、第１接続部２４
０ａが第２接続部２４０ｂの第２部２４２ｂ上に設けられている。第４接続部２４０ｄが
第２凹部１３０ｂの第２底壁１３１ｂおよび第２側壁１３２ｂに設けられ、第３接続部２
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４０ｃが第４接続部２４０ｄの第２部２４２ｄ上に設けられている。第１芯線４１０ａが
第１凹部１３０ａ内で第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂに纏めて接続されている。第
２芯線４１０ｂが第２凹部１３０ｂ内で第３、第４接続部２４０ｃ、２４０ｄに纏めて接
続されている。よって、第１芯線４１０ａと第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂとの接
続スペース（はんだ付けスペース）と、第２芯線４１０ｂと第３、第４接続部２４０ｃ、
２４０ｄとの接続スペース（はんだ付けスペース）の低減を図ることができるからである
。
【００７０】
　第２に、第１芯線４１０ａと第１、第２端子２００ａ、２００ｂとの接続信頼性を向上
させることができる。その理由は以下の通りである。第２接続部２４０ｂの第１部２４１
ｂは、第１凹部１３０ａの第１側壁１３２ａに設けられており、第２接続部２４０ｂの第
２部２４２ｂは第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａに設けられている。第２部２４２ｂ
は第１接続部２４０ａに接触している。第１接続部２４０ａの外形が第２部２４２ｂの外
形よりも小さく、第２部２４２ｂが第１接続部２４０ａの周りから部分的に露出している
。よって、第１芯線４１０ａの第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂに対する接続面積が
増大し、第１芯線４１０ａを第１、第２接続部２４０ａ、２４０ｂの少なくとも一方に接
続すれば、両者に接続されるからである。同様に、第２芯線４１０ｂと第３、第４端子２
００ｃ、２００ｄとの接続信頼性を向上させることができる。その理由は以下の通りであ
る。第４接続部２４０ｄの第１部２４１ｄは、第２凹部１３０ｂの第２側壁１３２ｂに設
けられており、第４接続部２４０ｄの第２部２４２ｄは第２凹部１３０ｂの第２底壁１３
１ｂに設けられている。第２部２４２ｄは第３接続部２４０ｃに接触している。第３接続
部２４０ｃの外形が第２部２４２ｄの外形よりも小さく、第２部２４２ｄが第３接続部２
４０ｃの周りから部分的に露出している。よって、第２芯線４１０ｂの第３、第４接続部
２４０ｃ、２４０ｄに対する接続面積が増大し、第２芯線４１０ｂを第３、第４接続部２
４０ｃ、２４０ｄの少なくとも一方に接続すれば、両者に接続されるからである。
【００７１】
　第３に、コネクタＰと後述する相手側コネクタＲとの接続信頼性を向上させることがで
きる。第１、第３端子２００ａ、２００ｃの第１、第３接点部２１０ａ、２１０ｃは、接
続部１４０の底壁の溝１４ａ３、１４ｃ３に挿入されている。第２端子２００ｂの第２接
点部２１０ｂは、接続部１４０の収容凹部１５４ｂのＸ１方向の壁に沿って配置されてい
る。第４端子２００ｄの第４接点部２１０ｄは、接続部１４０の収容凹部１５４ｄのＸ２
方向の壁に沿って配置されている。すなわち、第１、第３接点部２１０ａ、２１０ｃと、
第２、第４接点部２１０ｂ、２１０ｄとは、接続部１４０の異なる箇所から露出している
。よって、相手側コネクタＲがコネクタＰの前側空間に嵌合した状態で、コネクタＰがこ
じられたとしても、第１、第２接点部２１０ａ、２１０ｂの少なくとも一方と、第３、第
４接点部２１０ｃ、２１０ｄとの少なくとも一方とが相手側コネクタＲに接続された状態
が維持され得るからである。
【００７２】
　第４に、コネクタＰの汎用性が向上している。その理由は以下の通りである。第１、第
２端子２００ａ、２００ｂの何れか一方を省略しても、第１芯線４１０ａが第１凹部１３
０ａ内で第１、第２端子２００ａ、２００ｂの他方に接続される。第３、第４端子２００
ｃ、２００ｄの何れか一方を省略しても、第２芯線４１０ｂが第２凹部１３０ｂ内で第３
、第４端子２００ｃ、２００ｄの他方に接続される。よって、コネクタＰの設計変更を伴
わずに、第１、第２端子２００ａ、２００ｂの何れか一方および第３、第４端子２００ｃ
、２００ｄの何れか一方を省略することができる。
【００７３】
　以下、本発明の実施例に係る相手側コネクタＲについて図８Ａ～図１２Ｂを参照しつつ
説明する。相手側コネクタＲはレセプタクルコネクタである。相手側コネクタＲは、ボデ
ィ１０と、信号端子２０ａ，２０ｂと、グランド端子２０ｃと、信号端子２０ｄ，２０ｅ
と、第１、第２、第３、第４電源端子３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄと、シールドケー
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ス４０とを備えている。以下、相手側コネクタＲの各構成要素について詳しく説明する。
なお、図８Ａ～図１２Ｂに示すＸ１’は相手側コネクタＲの幅方向の一方側、Ｘ２’は相
手側コネクタＲの幅方向の他方側を示している。Ｙ１’は相手側コネクタＲの長さ方向の
一方側、Ｙ２’は相手側コネクタＲの長さ方向の他方側を示している。Ｚ１’は相手側コ
ネクタＲの高さ方向の一方側を、Ｚ２’は相手側コネクタＲの高さ方向の他方側を示して
いる。Ｙ１’－Ｙ２’方向はＸ１’－Ｘ２’方向に直交し、Ｚ１’－Ｚ２’方向はＸ１’
－Ｘ２’方向およびＹ１’－Ｙ２’方向に直交している。
【００７４】
　ボディ１０は、図８Ａ～図１１Ｂに示すように、絶縁樹脂で構成されている。ボディ１
０は、ベース１１と、第１突部１２と、第２突部１３と、収容部１４ａ、１４ｂ、１４ｃ
、１４ｄ、１４ｅと、収容部１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄとを有している。
【００７５】
　ベース１１は、図８Ａ～図１１Ｂに示すように、絶縁樹脂製のブロックである。第１突
部１２は、ベース１１のＹ１’方向の端部のＺ１’－Ｚ２’方向の中央部に設けられた絶
縁樹脂製のブロックである。第１突部１２のＸ１’－Ｘ２’方向の寸法がベース１１のＸ
１’－Ｘ２’方向の寸法よりも小さく、第１突部１２のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法がベー
ス１１のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法よりも小さい。第２突部１３は、第１突部１２のＹ１
方向の端部に設けられた絶縁樹脂製のブロックである。第２突部１３のＸ１’－Ｘ２’方
向の寸法が第１突部１２のＸ１’－Ｘ２’方向の寸法よりも小さく、第２突部１３のＺ１
’－Ｚ２’方向の寸法が第１突部１２のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法よりも小さい。第１、
第２突部１２、１３の外形は、コネクタＰの上記接続孔の内形に対応した形状となってい
る。すなわち、第１、第２突部１２、１３はコネクタＰの接続孔に挿脱可能である。
【００７６】
　収容部１４ａは、係合孔１４ａ１と、収容溝１４ａ２と、収容溝１４ａ３とを有してい
る。収容部１４ｂは、係合孔１４ｂ１と、収容溝１４ｂ２と、収容溝１４ｂ３とを有して
いる。収容部１４ｃは、係合孔１４ｃ１と、収容溝１４ｃ２と、収容溝１４ｃ３とを有し
ている。収容部１４ｄは、係合孔１４ｄ１と、収容溝１４ｄ２と、収容溝１４ｄ３とを有
している。収容部１４ｅは、係合孔１４ｅ１と、収容溝１４ｅ２と、収容溝１４ｅ３とを
有している。
【００７７】
　係合孔１４ａ１～１４ｅ１は、図１０Ａ～図１１Ｂに示すように、ベース１１および第
１突部１２にＸ１’－Ｘ２’方向に間隔をあけて設けられている。係合孔１４ａ１～１４
ｅ１は、ベース１１および第１突部１２をＹ１’－Ｙ２’方向に貫通している（図９Ａお
よび図９Ｂ参照）。収容溝１４ａ２～１４ｅ２は、図１０Ａおよび図１１Ａに示すように
、Ｘ１’－Ｘ２’方向に係合孔１４ａ１～１４ｅ１と同間隔で第２突部１３のＺ２’方向
の端面に設けられている。収容溝１４ａ２～１４ｅ２は、Ｙ１’－Ｙ２’方向に延びてお
り且つ係合孔１４ａ１～１４ｅ１に連通している。収容溝１４ｂ３～１４ｄ３は、図１１
Ｂ～図１２Ｂに示すように、ベース１１のＹ２’方向の端面における係合孔１４ｂ１～１
４ｄ１のＺ２’方向側の部分に設けられている。収容溝１４ｂ３～１４ｄ３は、Ｚ１’－
Ｚ２’方向に延びている。収容溝１４ａ３、１４ｅ３は、Ｘ１’－Ｘ２’方向に延びた水
平溝と、Ｚ１’－Ｚ２’方向に延びた垂直溝とを各々有している。収容溝１４ａ３の水平
溝は係合孔１４ａ１に、収容溝１４ｅ３の水平溝は係合孔１４ｅ１に連通している。収容
溝１４ａ３の垂直溝は、収容溝１４ａ３の水平溝のＸ１’方向の端部に連通している。収
容溝１４ｅ３の垂直溝は、収容溝１４ｅ３の水平溝のＸ２’方向の端部に連通している。
【００７８】
　収容部１５ａは、図９Ｂおよび図１０Ａ～図１１Ｂに示すように、係合穴１５ａ１と、
収容部本体１５ａ２と、収容溝１５ａ３とを有している。収容部本体１５ａ２は、挿入孔
と、挿入溝とを有している。収容部本体１５ａ２の挿入孔は、ベース１１のコネクタＰの
第３端子２００ｃの第１接点部２１０ｃに略対応する位置に設けられている。収容部本体
１５ａ２の挿入孔は、収容部１４ａの係合孔１４ａ１のＺ２’方向側に位置している。収
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容部本体１５ａ２の挿入孔は、図９Ｂに示すように、ベース１１をＹ１’－Ｙ２’方向に
貫通している。収容部本体１５ａ２の挿入溝は、図９Ｂ、図１０Ａおよび図１１Ａに示す
ように、挿入孔に連通するように、第１突部１２のＺ２’方向の端面に設けられている。
収容部本体１５ａ２の挿入溝は、Ｙ１’－Ｙ２’方向に延びている。すなわち、収容部本
体１５ａ２の挿入溝もコネクタＰの第３端子２００ｃの第１接点部２１０ｃに略対応する
位置に配置されている。係合穴１５ａ１は、図９Ｂおよび図１１Ｂに示すように、ベース
１１の収容部本体１５ａ２の挿入孔のＺ２’方向側の部分に設けられている。係合穴１５
ａ１はＹ１’－Ｙ２’方向に延びている。収容溝１５ａ３は、図９Ｂ、図１０Ｂおよび図
１１Ｂに示すように、ベース１１のＹ２’方向の端面に設けられている。収容溝１５ａ３
は、収容部１４ａの収容溝１４ａ３の垂直溝と収容部１４ｂの収容溝１４ｂ３との間に位
置している。収容溝１５ａ３はＺ１’－Ｚ２’方向に延びており且つ収容部本体１５ａ２
の挿入孔および係合穴１５ａ１に連通している。
【００７９】
　収容部１５ｃは、図１０Ａ～図１１Ｂに示すように、収容部１５ａと略同じ形状である
ので、収容部１５ｃが収容部１５ａと相違する点についてのみ説明する。収容部１５ｃの
収容部本体１５ｃ２の挿入孔は、ベース１１のコネクタＰの第１端子２００ａの第１接点
部２１０ａに略対応する位置に設けられている。収容部本体１５ｃ２の挿入孔は、収容部
１４ｅの係合孔１４ｅ１のＺ２’方向側に位置している。収容部本体１５ｃ２の挿入溝は
、挿入孔に連通するように、第１突部１２のＺ２’方向の端面に設けられている。すなわ
ち、収容部本体１５ｃ２の挿入溝も第１端子２００ａの第１接点部２１０ａに略対応する
略位置に配置されている。収容部１５ｃの係合穴１５ｃ１は、図１１Ｂに示すように、ベ
ース１１の収容部本体１５ｃ２の収容孔のＺ２’方向側の部分に設けられている。収容部
１５ｃの収容溝１５ｃ３は、収容部１４ｅの収容溝１４ｅ３の垂直溝と収容部１４ｄの収
容溝１４ｄ３との間に位置している。収容部１５ｃの収容溝１５ｃ３は、収容部本体１５
ｃ２の挿入孔および係合穴１５ｃ１に連通している。
【００８０】
　収容部１５ｂは、図９Ｃおよび図１０Ａ～図１１Ｂに示すように、係合穴１５ｂ１と、
収容部本体１５ｂ２と、収容溝１５ｂ３とを有している。収容部本体１５ｂ２は、挿入孔
と、挿入溝とを有している。収容部本体１５ｂ２の挿入孔は、ベース１１の第１突部１２
のＸ１’方向側に設けられている。収容部本体１５ｂ２の挿入孔はベース１１をＹ１’－
Ｙ２’方向に貫通している。収容部本体１５ｂ２の挿入溝は、図１０Ａおよび図１１Ａに
示すように、挿入孔に連通するように、第１突部１２のＸ１’方向の端面に設けられてい
る。収容部本体１５ｂ２の挿入溝は、Ｙ１’－Ｙ２’方向に延びている。収容部本体１５
ｂ２の挿入溝は、第４端子２００ｄの第４接点部２１０ｄに略対応する位置に配置されて
いる。収容溝１５ｂ３は、図１０Ｂおよび図１１Ｂに示すように、水平溝と、垂直溝とを
有している。水平溝は収容部本体１５ｂ２の挿入孔に連通し且つＸ１’方向に延びている
。垂直溝は、水平溝のＸ１’方向の端部に連通し且つＺ２’方向に延びている。係合穴１
５ｂ１は、図１１Ｂに示すように、収容溝１５ｂ３のＺ２’方向の端部からＹ１’方向に
延びている。係合穴１５ｂ１は収容溝１５ｂ３に連通している。
【００８１】
　収容部１５ｄは、図１０Ａ～図１１Ｂに示すように、収容部１５ｂと対称形状であるの
で、収容部１５ｄが収容部１５ｂと相違する点についてのみ説明する。収容部本体１５ｄ
２の挿入孔は、ベース１１の第１突部１２のＸ２’方向側に設けられている。収容部本体
１５ｄ２の挿入溝は、図１０Ａおよび図１１Ａに示すように、挿入孔に連通するように、
第１突部１２のＸ２’方向の端面に設けられている。収容部本体１５ｄ２の挿入溝は、第
２端子２００ｂの第２接点部２１０ｂに略対応する位置に配置されている。収容溝１５ｄ
３は、図１０Ｂおよび図１１Ｂに示すように、水平溝と、垂直溝とを有している。水平溝
は収容部本体１５ｄ２の挿入孔に連通し且つＸ２’方向に延びている。垂直溝は、水平溝
のＸ２’方向の端部に連通し且つＺ２’方向に延びている。係合穴１５ｄ１は、図１１Ｂ
に示すように、収容溝１５ｄ３のＺ２’方向の端部からＹ１’方向に延びている。係合穴
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１５ｄ１は収容溝１５ｄ３に連通している。
【００８２】
　信号端子２０ａは、図９Ｂ、図１０Ａ～図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すよう
に、金属板で構成されている。信号端子２０ａは、接点部２１ａと、係合部２２ａと、Ｌ
字部２３ａと、テール部２４ａとを有している。係合部２２ａはＹ１’－Ｙ２’方向に延
びた金属板であって、収容部１４ａの係合孔１４ａ１に挿入され、係合されている。接点
部２１ａは、係合部２２ａのＹ１’方向の端部からＹ１’方向に延びた金属板である。接
点部２１ａは収容部１４ａの収容溝１４ａ２に挿入されている。Ｌ字部２３ａは、水平部
と、垂下部とを有している。水平部は、係合部２２ａのＹ２’方向の端部からＸ１’方向
に延びた金属板である。水平部は、収容部１４ａの収容溝１４ａ３の水平溝に収容されて
いる。垂下部は、水平部のＸ１’方向の端部からＺ２’方向に延びた金属板である。垂下
部は、収容溝１４ａ３の垂直溝に収容されている。テール部２４ａは、垂下部のＺ２’方
向の端部からＹ２’方向に延びた金属板である。
【００８３】
　信号端子２０ｅは、図１０Ａ～図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属
板で構成されている。信号端子２０ｅは、信号端子２０ａの対称形状であるので、信号端
子２０ｅが信号端子２０ａと相違している点についてのみ説明する。信号端子２０ｅの係
合部２２ｅは収容部１４ｅの係合孔１４ｅ１に挿入され、係合されている。信号端子２０
ｅの接点部２１ｅは、収容部１４ｅの収容溝１４ｅ２に挿入されている。信号端子２０ｅ
のＬ字部２３ｅの水平部は、係合部２２ｅのＹ２’方向の端部からＸ２’方向に延びた金
属板である。水平部は、収容部１４ｅの収容溝１４ｅ３の水平溝に収容されている。Ｌ字
部２３ｅの垂下部は、水平部のＸ２’方向の端部からＺ２’方向に延びた金属板である。
垂下部は、収容溝１４ｅ３の垂直溝に収容されている。図１０Ａ～図１０Ｂおよび図１２
Ａ～図１２Ｂに示す２４ｅは、信号端子２０ｅのテール部である。
【００８４】
　信号端子２０ｂは、図１０Ａ～図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属
板で構成されている。信号端子２０ｂは、接点部２１ｂと、係合部２２ｂと、垂下部２３
ｂと、テール部２４ｂとを有している。係合部２２ｂはＹ１’－Ｙ２’方向に延びた金属
板であって、収容部１４ｂの係合孔１４ｂ１に挿入され、係合されている。接点部２１ｂ
は、係合部２２ｂのＹ１’方向の端部からＹ１’方向に延びた金属板である。接点部２１
ｂは収容部１４ｂの収容溝１４ｂ２に挿入されている。垂下部２３ｂは、係合部２２ｂの
Ｙ２’方向の端部からＺ２’方向に延びた金属板である。垂下部２３ｂは、収容部１４ｂ
の収容溝１４ｂ３に収容されている。テール部２４ｂは、垂下部２３ｂのＺ２’方向の端
部からＹ２’方向に延びた金属板である。なお、信号端子２０ａ、２０ｂは、差動ペアを
構成している。
【００８５】
　信号端子２０ｄは、図１０Ａ～図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属
板で構成されている。信号端子２０ｄは、信号端子２０ｂと同形状であるので、信号端子
２０ｄが信号端子２０ｂと相違している点についてのみ説明する。信号端子２０ｄの係合
部２２ｂは、収容部１４ｄの係合孔１４ｄ１に挿入され、係合されている。信号端子２０
ｄの接点部２１ｄは、収容部１４ｄの収容溝１４ｄ２に挿入されている。信号端子２０ｄ
の垂下部２３ｄは、収容部１４ｄの収容溝１４ｄ３に収容されている。図１０Ａ～図１０
Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示す２４ｄは、信号端子２０ｄのテール部である。なお、
信号端子２０ｄ、２０ｅは、差動ペアを構成している。
【００８６】
　グランド端子２０ｃは、図９Ａおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成
されている。グランド端子２０ｃは信号端子２０ｂと同形状であるので、グランド端子２
０ｃが信号端子２０ｂと相違している点についてのみ説明する。グランド端子２０ｃの係
合部２２ｃは、収容部１４ｃの係合孔１４ｃ１に挿入され、係合されている。グランド端
子２０ｃの接点部２１ｃは、収容部１４ｃの収容溝１４ｃ２に挿入されている。グランド
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端子２０ｃの垂下部２３ｃは、収容部１４ｃの収容溝１４ｃに収容されている。図９Ａ、
図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示す２４ｅは、信号端子２０ｅのテール部である。
グランド端子２０ｃは、信号端子２０ｂと信号端子２０ｄとの間に配置されている。
【００８７】
　第１電源端子３０ａは正極側（Ｖｃｃ側）の電源端子である。第１電源端子３０ａは、
図９Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成されている。第１電源端子
３０ａは、第１アーム３１ａと、第１接点部３２ａと、第１垂下部３３ａと、第１係合部
３４ａと、第１テール部３５ａとを有している。第１アーム３１ａは、Ｙ１’－Ｙ２’方
向に延びた金属板である。第１アーム３１ａは、収容部１５ａの収容部本体１５ａ２に挿
入されている。第１接点部３２ａは、第１アーム３１ａのＹ１’方向の端部に連設された
Ｚ２’方向に凸の突起である。第１接点部３２ａは、収容部１５ａの収容部本体１５ａ２
からＺ２’方向に突出している。第１垂下部３３ａは、第１アーム３１ａのＹ２’方向の
端部に連設からＺ２’方向に延びた金属板である。第１垂下部３３ａは、収容部１５ａの
収容溝１５ａ３に収容されている。第１係合部３４ａは、第１垂下部３３ａのＺ２’方向
の端部からＹ１’方向に延びた金属板である。第１係合部３４ａは、収容部１５ａの係合
穴１５ａ１に挿入され、係合されている。第１テール部３５ａは、第１垂下部３３ａのＺ
２’方向の端部からＹ２’方向に延びた金属板である。第１垂下部３３ａは、信号端子２
０ａのＬ字部２３ａの垂下部と信号端子２０ｂの垂下部２３ｂとの間に配置されている。
第１テール部３５ａは、信号端子２０ａのテール部２４ａと信号端子２０ｂのテール部２
４ｂとの間に配置されている。この配置により、第１電源端子３０ａが信号端子２０ａと
信号端子２０ｂとの間のクロストークを低減させる。
【００８８】
　第３電源端子３０ｃは負極側（ＧＮＤ側）の電源端子である。第３電源端子３０ｃは、
図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成されている。第３電源端子３０ｃは、第
１電源端子３０ａと同形状であるので、第３電源端子３０ｃが第１電源端子３０ａと相違
している点についてのみ説明する。第３電源端子３０ｃの第３アーム３１ｃは、収容部１
５ｃの収容部本体１５ｃ２に挿入されている。第３電源端子３０ｃの第３接点部３２ｃは
、収容部１５ｃの収容部本体１５ｃ２からＺ２’方向に突出している。第３電源端子３０
ｃの第３垂下部３３ｃは、収容部１５ｃの収容溝１５ｃ３に収容されている。第３電源端
子３０ｃの第３係合部３４ｃは、収容部１５ｃの係合穴１５ｃ１に挿入され、係合されて
いる。第３垂下部３３ｃは、信号端子２０ｅのＬ字部２３ｅの垂下部と信号端子２０ｄの
垂下部２３ｄとの間に配置されている。第３電源端子３０ｃの第３テール部３５ｃは、信
号端子２０ｅのテール部２４ｅと信号端子２０ｄのテール部２４ｄとの間に配置されてい
る。この配置により、第３電源端子３０ｃが信号端子２０ｄと信号端子２０ｅとの間のク
ロストークを低減させる。
【００８９】
　第２電源端子３０ｂは正極側（Ｖｃｃ側）の電源端子である。第２電源端子３０ｂは、
図９Ｃおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成されている。第２電源端子
３０ｂは、第２アーム３１ｂと、第２接点部３２ｂと、第２Ｌ字部３３ｂと、第２係合部
３４ｂと、第２テール部３５ｂとを有している。第２アーム３１ｂは、Ｙ１’－Ｙ２’方
向に延びた金属板である。第２アーム３１ｂは、収容部１５ｂの収容部本体１５ｂ２に挿
入されている。第２接点部３２ｂは、第２アーム３１ｂのＹ１’方向の端部に連設された
Ｘ１’方向に凸の突起である。第２接点部３２ｂは、収容部１５ｂの収容部本体１５ｂ２
からＸ１’方向に突出している。上述したように第１、第２接点部３２ａ、３２ｂは、第
１突部１２の異なる箇所（収容部本体１５ａ２、１５ｂ２）から露出している。第２Ｌ字
部３３ｂは、水平部と、垂下部とを有している。水平部は、第２アーム３１ｂのＹ２’方
向の端部からＸ１’方向に延びた金属板である。水平部は、収容溝１５ｂ３の水平溝に収
容されている。垂下部は、水平部のＸ１’方向の端部からＺ２’方向に延びた金属板であ
る。垂下部は、収容溝１５ｂ３の垂直溝に収容されている。第２係合部３４ｂは、第２Ｌ
字部３３ｂの垂直部のＺ２’方向の端部からＹ１’方向に延びた金属板である。第２係合
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部３４ｂは、収容部１５ｂの係合穴１５ｂ１に挿入され、係合されている。第２テール部
３５ｂは、第２Ｌ字部３３ｂの垂直部のＺ２’方向の端部からＹ２’方向に延びた金属板
である。
【００９０】
　第４電源端子３０ｄは負極側（ＧＮＤ側）の電源端子である。第４電源端子３０ｄは、
図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成されている。第４電源端子３０ｄは、第
２電源端子３０ｂの対称形状であるので、第４電源端子３０ｄが第２電源端子３０ｂと相
違している点についてのみ説明する。第４電源端子３０ｄの第４アーム３１ｄは、収容部
１５ｄの収容部本体１５ｄ２に挿入されている。第４電源端子３０ｄの第４接点部３２ｄ
は、収容部１５ｄの収容部本体１５ｄ２からＸ２’方向に突出している。上述したように
第３、第４接点部３２ｃ、３２ｄは、第１突部１２の異なる箇所（収容部本体１５ｃ２、
１５ｄ２）から露出している。第４電源端子３０ｄの第４Ｌ字部３３ｄの水平部は、第２
アーム３１ｂのＹ２’方向の端部からＸ２’方向に延びた金属板である。水平部は、収容
溝１５ｄ３の水平溝に収容されている。第４電源端子３０ｄの第４Ｌ字部３３ｄの垂下部
は、水平部のＸ２’方向の端部からＺ２’方向に延びた金属板である。垂下部は、収容溝
１５ｄ３の垂直溝に収容されている。第４電源端子３０ｄの第４係合部３４ｄは、収容部
１５ｄの係合穴１５ｄ１に挿入され、係合されている。図１０Ａ～図１０Ｂ及び図１２Ａ
～図１２Ｂに示す３５ｄは、第４電源端子３０ｄの第４テール部である。
【００９１】
　なお、第１～第４テール部３５ａ～３５ｄおよびテール部２４ａ～２４ｅは、Ｘ１’－
Ｘ２’方向に間隔をあけて一列で並んでおり且つ下面の高さ位置が略同じに設定されてい
る。第１～第４テール部３５ａ～３５ｄおよびテール部２４ａ～２４ｅは、相手側コネク
タＲが搭載又は内蔵される電子機器の基板上の電極に接続可能である。
【００９２】
　シールドケース４０は、図８Ａ～図９Ｃに示すように、金属板で構成されている。シー
ルドケース４０は、シェル４１と、一対の脚部４２と、一対の脚部４３とを有している。
シェル４１は、内形がコネクタＰのシールドケース５００ａの筒５１０ａの外形に対応し
た金属製の筒である。シェル４１は、底板と、天板と、一対の側板とを有している。底板
と天板とは、互いに対向している。側板は、底板のＸ１’方向の端部と天板のＸ１’方向
の端部との間と、底板のＸ２’方向の端部と天板のＸ２’方向の端部との間とに設けられ
ている。底板のＹ１’－Ｙ２’方向の寸法は、天板および側板のＹ１’－Ｙ２’方向の寸
法よりも小さい。シェル４１の天板のＹ２’方向の端部およびシェル４１の側板のＹ２’
方向の端部により後側空間が区画されている。この後側空間内にボディ１０のベース１１
が収容され、当該ベース１１が底板のＹ２’方向の端部に当接している。シェル４１の底
板、天板の前記端部以外の部分および側板の前記端部以外の部分により、前側空間が区画
されている。この前側空間内にボディ１０の第１、第２突部１２、１３が挿入されている
。第２突部１３から突出した信号端子２０ａ、２０ｂ、２０ｄ、２０ｅの接点部２１ａ、
２１ｂ、２１ｄ、２１ｅおよびグランド端子２０ｃの接点部２１ｃと、第１突部１２から
突出した第１～第４電源端子３０ａ～３０ｄの第１～第４接点部３２ａ～３２ｄも前側空
間内に配置されている。
【００９３】
　脚部４２は、シェル４１の底板および側板のＹ１’方向側の部分がカットされた板であ
って、Ｚ２’方向に延びている。脚部４３は、シェル４１の底板および側板のＹ２’方向
側の部分がカットされた板であって、Ｚ２’方向に延びている。脚部４２、４３は、上記
電子部品の基板のスルーホール電極に接続可能である。
【００９４】
　以下、相手側コネクタＲの組立手順について詳しく説明する。まず、ボディ１０、信号
端子２０ａ、２０ｂ、２０ｄ、２０ｅおよびグランド端子２０ｃを用意する。その後、ボ
ディ１０の係合孔１４ａ１、１４ｂ１、１４ｄ１、１４ｅ１に、信号端子２０ａ、２０ｂ
、２０ｄ、２０ｅの接点部２１ａ、２１ｂ、２１ｄ、２１ｅおよび係合部２２ａ、２２ｂ
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、２２ｄ、２２ｅをＹ２’方向側から挿入する。すると、係合部２２ａ、２２ｂ、２２ｄ
、２２ｅが係合孔１４ａ１、１４ｂ１、１４ｄ１、１４ｅ１に係合される。接点部２１ａ
、２１ｂ、２１ｄ、２１ｅがボディ１０の第２突部１３の収容溝１４ａ２、１４ｂ２、１
４ｄ２、１４ｅ２に挿入され、接点部２１ａ、２１ｂ、２１ｄ、２１ｅが収容溝１４ａ２
、１４ｂ２、１４ｄ２、１４ｅ２からＺ２’方向に露出する。信号端子２０ａ、２０ｅの
Ｌ字部２３ａ、２３ｅがボディ１０の収容溝１４ａ３、１４ｅ３に挿入され、信号端子２
０ｂ、２０ｄの垂下部２３ｂ、２３ｄがボディ１０の収容溝１４ｂ３、１４ｄ３に挿入さ
れる。
【００９５】
　同様に、ボディ１０の係合孔１４ｃ１に、グランド端子２０ｃの接点部２１ｃおよび係
合部２２ｃをＹ２’方向側から挿入する。すると、係合部２２ｃが係合孔１４ｃ１に係合
される。接点部２１ｃがボディ１０の第２突部１３の収容溝１４ｃ２に挿入され、接点部
２３ｃが収容溝１４ｃ３からＺ２’方向に露出する。グランド端子２０ｃの垂下部２３ｃ
がボディ１０の収容溝１４ｃ３に挿入される。これにより、グランド端子２０ｃが信号端
子２０ｂと信号端子２０ｄとの間に配置される。
【００９６】
　その後、第１～第４電源端子３０ａ～３０ｄを用意する。その後、第１～第４電源端子
３０ａ～３０ｄの第１～第４接点部３２ａ～３２ｄおよび第１～第４アーム３１ａ～３１
ｄを、ボディ１０の収容部本体１５ａ２～１５ｄ２に挿入する。これと共に、第１～第４
電源端子３０ａ～３０ｄの第１～第４係合部３４ａ～３４ｄをボディ１０の係合穴１５ａ
１～１５ｄ１に係合させる。すると、第１、第３接点部３２ａ、３２ｃが収容部本体１５
ａ２、１５ｃ２（第１突部１２のＺ２’方向の端面）からＺ２’方向に突出する。第２接
点部３２ｂが、収容部本体１５ｂ２（第１突部１２のＸ１’方向の端面）からＸ１’方向
に突出する。第４接点部３２ｄが、収容部本体１５ｄ２（第１突部１２のＸ２’方向の端
面）からＸ２’方向に突出する。第１、第３電源端子３０ａ、３０ｃの第１、第３垂下部
３３ａ、３３ｃがボディ１０の収容溝１５ａ３、１５ｃ３に収容される。第２、第４電源
端子３０ｂ、３０ｄの第２、第４Ｌ字部３３ｂ、３３ｄがボディ１０の収容溝１５ｂ３、
１５ｄ３に収容される。これにより、第１垂下部３３ａが、Ｌ字部２３ａと垂下部２３ｂ
との間に、第１テール部３５ａがテール部２４ａとテール部２４ｂとの間に配置される。
第３垂下部３３ｃがＬ字部２３ｅと垂下部２３ｄとの間に、第３テール部３５ｃがテール
部２４ｅとテール部２４ｄとの間に配置される。第１～第４テール部３５ａ～３５ｄおよ
びテール部２４ａ～２４ｅは、下面の高さが同一となるように、Ｘ１’－Ｘ２’方向に間
隔をあけて一列で並ぶ。
【００９７】
　その後、シールドケース４０を用意する。その後、シールドケース４０のシェル４１の
前側空間内にボディ１０の第１、第２突部１２、１３を挿入し、ボディ１０のベース１１
をシェル４１の後側空間に収容させる。すると、ベース１１がシェル４１に当接する。
【００９８】
　以下、コネクタＰを相手側コネクタＲに接続させる手順について説明する。コネクタＰ
の筒５１０ａ及び突部１２０を、相手側コネクタＲのシェル４１の前側空間に嵌合させる
。その一方で、相手側コネクタＲの第１、第２突部１２、１３をコネクタＰの接続孔に嵌
合させる。すると、相手側コネクタＲの第１電源端子３０ａの第１接点部３２ａが、コネ
クタＰの第３端子２００ｃの第３接点部２１０ｃに弾性的に接触する。相手側コネクタＲ
の第２電源端子３０ｂの第２接点部３２ｂが、コネクタＰの第４端子２００ｄの第４接点
部２１０ｄに弾性的に接触する。相手側コネクタＲの第３電源端子３０ｃの第３接点部３
２ｃが、コネクタＰの第１端子２００ａの第１接点部２１０ａに弾性的に接触する。相手
側コネクタＲの第４電源端子３０ｄの第４接点部３２ｄが、コネクタＰの第２端子２００
ｂの第２接点部２１０ｂに弾性的に接触する。コネクタＰのロック端子３００の爪３２１
がシェル４１の天板の係合孔に係合される。
【００９９】
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　上述した相手側コネクタＲは、以下の技術的特徴を有する。第１に、第１、第２電源端
子３０ａ、３０ｂと、第３、第４電源端子３０ｃ、３０ｄとを用いて、２系統で上記電子
機器に電力供給を行うことが可能である。
【０１００】
　第２に、相手側コネクタＲの接続信頼性を向上させることができる。第１、第２電源端
子３０ａ、３０ｂの第１、第２接点部３２ａ、３２ｂは、第１突部１２の異なる箇所から
露出し、第３、第４電源端子３０ｃ、３０ｄの第３、第４接点部３２ｃ、３２ｄは、第１
突部１２の異なる箇所から露出している。このため、相手側コネクタＲがコネクタＰの前
側空間に嵌合した状態で、コネクタＰがこじられたとしても、第１、第２接点部３２ａ、
３２ｂの少なくとも一方と、第３、第４端子２００ｃ、２００ｄの第３、第４接点部２１
０ｃ、２１０ｄとの少なくとも一方との接続が維持され得ると共に、第３、第４接点部３
２ｃ、３２ｄと、コネクタＰの第１、第２端子２００ａ、２００ｂの第１、第２接点部２
１０ａ、２１０ｂの少なくとも一方との接続が維持され得る。
【０１０１】
　第３に、相手側コネクタＲは、別のプラグコネクタに接続可能である。このとき、信号
端子２０ａ、２０ｂの接点部２１ａ、２１ｂ、グランド端子２０ｃの接点部２１ｃおよび
信号端子２０ｄ、２０ｅの接点部２１ｄ、２１ｅが別のプラグコネクタの端子に接触する
が、第１～第４電源端子３０ａ～３０ｄが別のプラグコネクタの端子に接触することはな
い。なぜなら、信号端子２０ａ、２０ｂの接点部２１ａ、２１ｂ、グランド端子２０ｃの
接点部２１ｃおよび信号端子２０ｄ、２０ｅの接点部２１ｄ、２１ｅは、第２突部１３の
Ｚ２’方向の面から露出しているのに対して、第１、第３電源端子３０ａ、３０ｃの第１
、第３接点部３２ａ、３２ｃは、第１突部１２のＺ２’方向の端面からＺ２’方向に突出
し、第２、第４電源端子３０ｂ、３０ｄの第２、第４接点部３２ｂ、３２ｄは、第１突部
１２のＸ１’、Ｘ２’方向の端面から突出しているからである。
【０１０２】
　なお、上述したコネクタＰおよび相手側コネクタＲは、上記実施例に限定されるもので
はなく、特許請求の範囲の記載範囲において任意に設計変更することが可能である。以下
、詳しく述べる。
【０１０３】
　上記実施例では、コネクタの第１端子は、第１接点部と、第１係合部と、第１折り曲げ
部と、第１接続部とを有しているとした。しかし、本発明のコネクタの第１端子は、第１
接点部と、第１接続部を有する限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第１
端子は、第１接点部と、第１係合部と、第１接続部とを有する構成とすることが可能であ
る。
【０１０４】
　上記実施例では、コネクタの第３端子は、第３接点部と、第３係合部と、第３折り曲げ
部と、第３接続部とを有しているとした。しかし、本発明のコネクタの第３端子は、第３
接点部と、第３接続部を有する限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第３
端子は、第３接点部と、第３係合部と、第３接続部とを有する構成とすることが可能であ
る。
【０１０５】
　上記実施例では、コネクタの第２端子は、第２接点部と、第２係合部と、第２延長部と
、第２接続部とを有しているとした。しかし、本発明のコネクタの第２端子は、第２接点
部と、第２接続部を有する限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第２端子
は、第２接点部と、第２係合部と、第２接続部とを有する構成とすることが可能である。
【０１０６】
　上記実施例では、コネクタの第４端子は、第４接点部と、第４係合部と、第４延長部と
、第４接続部とを有しているとした。しかし、本発明のコネクタの第４端子は、第４接点
部と、第４接続部を有する限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第２端子
は、第２接点部と、第２係合部と、第２接続部とを有する構成とすることが可能である。
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【０１０７】
　本発明のコネクタの第１端子の第１接続部は、ボディの第１凹部の第１底壁内に当該第
１底壁から露出するように埋め込まれるように設計変更することが可能であり、前記第１
底壁上に配置されるように設計変更することが可能であり、又は、当該第１底壁に間隙を
有して配置されるように設計変更することが可能である。更に、本発明のコネクタの第１
端子の第１接続部は、第２端子の第２接続部の第２部に接触するように当該第２接続部の
第２部上に配置されるように設計変更することが可能である。
【０１０８】
　本発明のコネクタの第３端子の第３接続部は、ボディの第２凹部の第２底壁内に当該第
２底壁から露出するように埋め込まれるように設計変更することが可能であり、前記第２
底壁上に配置されるように設計変更することが可能であり、又は、当該第２底壁に間隙を
有して配置されるように設計変更することが可能である。更に、本発明のコネクタの第３
端子の第３接続部は、第４端子の第４接続部の第２部に接触するように当該第４接続部の
第２部上に配置されるように設計変更することが可能である。
【０１０９】
　本発明のコネクタの第２端子の第２接続部は、ボディの第１凹部の第１側壁内に当該第
１側壁から露出するように設けられるように設計変更することが可能であり、前記第１側
壁上に配置されるように設計変更することが可能であり、又は、前記第１凹部の第１底壁
上に配置されるように設計変更することが可能である。第２接続部が第１底壁上に配置さ
れる場合、第１端子の第１接続部が、第２接続部に接触するように当該第２接続部上に配
置されるように設計変更することが可能である。本発明の第２接続部の第１部は、第１凹
部の第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられるように設計変更することが
可能であり、又は、第１凹部の第１側壁上に配置されるように設計変更することが可能で
ある。本発明の第２接続部の第２部は、第２接続部の第１部に連設されており且つ第１接
続部下に当該第１接続部に接触するように設計変更することが可能であり、又は、第２接
続部の第１部に連設されており且つ第１接続部上に当該第１接続部に接触するように設計
変更することが可能である。なお、本発明の第１、第２接続部は、一体化することが可能
である。
【０１１０】
　本発明のコネクタの第４端子の第４接続部は、ボディの第２凹部の第２側壁内に当該第
２側壁から露出するように設けられるように設計変更することが可能であり、前記第２側
壁上に配置されるように設計変更することが可能であり、又は、前記第２凹部の第２底壁
上に配置されるように設計変更することが可能である。第４接続部が第２底壁上に配置さ
れる場合、第３端子の第３接続部が、第４接続部に接触するように当該第４接続部上に配
置されるように設計変更することが可能である。本発明の第４接続部の第１部は、第２凹
部の第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられるように設計変更することが
可能であり、又は、第２凹部の第２側壁上に配置されるように設計変更することが可能で
ある。本発明の第４接続部の第２部は、第４接続部の第１部に連設されており且つ第３接
続部下に当該第３接続部に接触するように設計変更することが可能であり、又は、第４接
続部の第１部に連設されており且つ第３接続部上に当該第３接続部に接触するように設計
変更することが可能である。なお、本発明の第３、第４接続部も一体化することが可能で
ある。
【０１１１】
　本発明のコネクタの第１～第４端子の第１～第４接点部は、相手側コネクタの端子に接
触可能となるように、コネクタのボディの接続部に設けられている限り任意に設計変更す
ることが可能である。例えば、第１～第４接点部は、接続部の同一面又は異なる面から露
出又は突出するように、当該接続部に埋め込まれていたり、当該接続部の凹部、溝又は孔
に収容されていたりするように設計変更することが可能である。また、第１、第２端子の
第１、第２接点部がボディの接続部の同一面から露出するように設計変更することが可能
である。第３、第４端子の第３、第４接点部がボディの接続部の同一面から露出するよう
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に設計変更することが可能である。
【０１１２】
　上記実施例では、コネクタＰの第１接続部２４０ａに第１、第２切欠き部が設けられて
いるため、第１接続部２４０ａの外形が第２接続部２４０ｂの第２部２４２ｂの外形より
も小さいとした。しかし、本発明の第１接続部の外形は、別の要因により、第２接続部の
第２部の外形よりも小さくすることが可能である。例えば、第１接続部のＸ１－Ｘ２方向
および／又はＹ１－Ｙ２方向の寸法を、第２接続部の第２部のＸ１－Ｘ２方向および／又
はＹ１－Ｙ２方向の寸法よりも小さくすることが可能である。また、本発明の第１接続部
の外形は、第２接続部の第２部の外形と略同じ又は大きくすることが可能である。また、
第１接続部が、第２接続部又は第２接続部の第２部下に配置される場合、第２接続部又は
第２接続部の第２部の外形が第１接続部の外形と略同じ、小さく又は大きくすることが可
能である。第２接続部又は第２接続部の第２部の外形が第１接続部の外形よりも小さくす
るために、上述したあらゆる手法を選択することができる。なお、上述した第３、第４接
続部の外形も、第１、第２接続部と同様に設計変更することが可能である。
【０１１３】
　上記実施例では、第１～第４端子は電源端子であるとした。しかし、本発明の第１～第
４端子は、これに限定されるものではない。また、上記実施例では、第１、第２端子が正
極側（Ｖｃｃ側）であり、第３、第４端子が負極側（ＧＮＤ側）であるとした。しかし、
本発明の第１、第２端子は負極側（ＧＮＤ側）に、本発明の第３、第４端子は正極側（Ｖ
ｃｃ側）に設計変更することが可能である。
【０１１４】
　本発明コネクタのボディは、接続部と、第１、第２凹部とを有し、第１凹部が第１底壁
および第１側壁を有し、前記第２凹部が第２底壁および第２側壁を有する限り任意に設計
変更することが可能である。本発明の第１側壁は、第１凹部の内側の側壁に設計変更する
ことが可能である。本発明の第２側壁は、第２凹部の内側の側壁に設計変更することが可
能である。また、本発明のコネクタのボディは、上記実施例および上述した設計変更例の
第１、第２、第３、第４端子を保持し得るものであれば良い。例えば、コネクタのボディ
は、上記実施例および上述した設計変更例の第１、第２、第３、第４端子がインサート成
形等によって埋め込まれるように設計変更することが可能である。
【０１１５】
　上記実施例では、コネクタのボディの接続部は、相手側コネクタの第１、第２突部が嵌
合可能な凹部であるとした。しかし、本発明のコネクタのボディの接続部は、相手側コネ
クタに接続可能である限り任意に設計変更することが可能である。例えば、接続部は、相
手側コネクタの凹部に嵌合可能な突部に設計変更することが可能である。
【０１１６】
　上記実施例では、ケーブルの第１、第２芯線が第１、第２接続対象であるとした。しか
し、本発明の第１接続対象は、第１凹部内で上記実施例および上述した設計変更例の第１
、第２接続部に接続される限り任意に設計変更することが可能である。本発明の第２接続
対象は、第２凹部内で上記実施例および上述した設計変更例の第３、第４接続部に接続さ
れる限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第１、第２接続対象は、端子、
ピン又は基板の突部に設計変更することが可能である。第１、第２接続対象が端子、ピン
又は基板の突部である場合、本発明のコネクタはレセプタクルコネクタに設計変更するこ
とが可能である。なお、シールドケース５００ａ、５００ｂ、ケース６００および絶縁テ
ープ７００は省略可能である。また、本発明の第１接続対象と第１、第２接続部との接続
は、はんだ付けに限定されず、両者は溶接又は接触等により接続される構成に設計変更す
ることが可能である。本発明の第２接続対象と第３、第４接続部との接続も、はんだ付け
に限定されず、両者は溶接又は接触等により接続される構成に設計変更することが可能で
ある。
【０１１７】
　本発明の相手側コネクタは、絶縁性を有するボディと、前記ボディに保持された一対の
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電源端子を備えており、一方の電源端子が前記第１、第２端子の前記第１、第２接点部の
何れか一方に接触可能であり、他方の電源端子が前記第３、第４端子の前記第３、第４接
点部の何れか一方に接触可能である限り任意に設計変更することが可能である。すなわち
、第１、第２電源端子の一方を省略し、第３、第４電源端子の一方を省略することができ
る。電源端子は、一部が相手側コネクタのボディの第１突部から露出した接点部を有し、
信号端子は、一部が相手側コネクタのボディの第２突部から露出した接点部を有する構成
とすることが可能である。また、電源端子および信号端子は、相手側コネクタのボディの
同一個所（例えば、ベース又は第１突部）から露出又は突出するように設計変更すること
が可能である。
【０１１８】
　また、本発明の相手側コネクタは、絶縁性を有するボディと、前記ボディに保持されて
おり且つ第１端子の第１接点部に接触可能な第１電源端子と、前記ボディに保持されてお
り且つ第２端子の第２接点部に接触可能な第２電源端子と、前記ボディに保持されており
且つ第３端子の第３接点部に接触可能な第３電源端子と、前記ボディに保持されており且
つ第４端子の第４接点部に接触可能な第４電源端子とを備えた構成に設計変更することが
可能である。すなわち、信号端子を省略可能である。また、本発明の相手側コネクタは信
号端子を少なくとも一つ備えていれば良い。本発明の相手側コネクタの信号端子および第
１～第４電源端子は、接点部がボディの同一個所（ベース又は第１突部）から露出又は突
出するように設計変更することが可能である。また、本発明の相手側コネクタは、信号端
子又は信号端子として使用される第１～第４電源端子にケーブルを接続することにより、
プラグコネクタに設計変更することが可能である。本発明の相手側コネクタの信号端子は
、シングルエンド信号を伝送する端子として使用することが可能である。
【０１１９】
　なお、上記実施例におけるコネクタＰおよび相手側コネクタＲの各構成部材を構成する
素材、形状、寸法、数および配置等はその一例を説明したものであって、同様の機能を実
現し得る限り任意に設計変更することが可能である。上述した実施例および設計変更例は
、互いに矛盾しない限り、相互に組み合わせることが可能である。
【符号の説明】
【０１２０】
　Ｐ・・・・・・コネクタ
　１００・・・・ボディ
　　１１０・・・ベース
　　１２０・・・突部
　　１３０ａ・・第１凹部
　　　１３１ａ・第１底壁
　　　１３２ａ・第１側壁
　　１３０ｂ・・第２凹部
　　　１３１ｂ・第２底壁
　　　１３２ｂ・第２側壁
　　１４０・・・接続部
　　１５０ａ・・収容部
　　１５０ｂ・・収容部
　　１５０ｃ・・収容部
　　１５０ｄ・・収容部
　　１６０・・・収容部
　２００ａ・・・第１端子
　　２１０ａ・・第１接点部
　　２２０ａ・・第１係合部
　　２３０ａ・・第１折り曲げ部
　　２４０ａ・・第１接続部
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　２００ｂ・・・第２端子
　　２１０ｂ・・第２接点部
　　２２０ｂ・・第２係合部
　　２３０ｂ・・第２延長部
　　２４０ｂ・・第２接続部
　　　２４１ｂ・第１部
　　　２４２ｂ・第２部
　２００ｃ・・・第３端子
　　２１０ｃ・・第３接点部
　　２２０ｃ・・第３係合部
　　２３０ｃ・・第３折り曲げ部
　　２４０ｃ・・第３接続部
　２００ｄ・・・第４端子
　　２１０ｄ・・第４接点部
　　２２０ｄ・・第４係合部
　　２３０ｄ・・第４延長部
　　２４０ｄ・・第４接続部
　　　２４１ｄ・第１部
　　　２４２ｄ・第２部
　３００・・・・ロック端子
　４００・・・・ケーブル
　　４１０ａ・・第１芯線（第１接続対象）
　　４１０ｂ・・第２芯線（第２接続対象）
　　４２０・・・絶縁体
　５００ａ・・・シールドケース
　５００ｂ・・・シールドケース
　６００・・・・ケース
　７００・・・・閉塞板
　Ｒ・・・・・・相手側コネクタ
　１０・・・・・ボディ
　２０ａ・・・・信号端子
　２０ｂ・・・・信号端子
　２０ｃ・・・・グランド端子
　２０ｄ・・・・信号端子
　２０ｅ・・・・信号端子
　３０ａ・・・・第１電源端子
　３０ｂ・・・・第２電源端子
　３０ｃ・・・・第３電源端子
　３０ｄ・・・・第４電源端子
　４０・・・・・シールドケース
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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月29日(2014.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された第１、第２、第３、第４端子とを備えており、
　前記ボディは、接続部と、
　　第１底壁および第１側壁を有する第１凹部と、
　　第２底壁および第２側壁を有する第２凹部とを有しており、
　前記第１端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第１接点部と、
　　前記ボディの前記第１底壁内に当該第１底壁から露出するように設けられた又は前記
第１底壁上に配置された第１接続部とを有し、
　前記第２端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第２接点部と、
　　前記ボディの前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又は前記
第１側壁上に配置された第２接続部とを有し、
　前記第３端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第３接点部と、
　　前記ボディの前記第２底壁内に当該第２底壁から露出するように設けられた又は前記
第２底壁上に配置された第３接続部とを有し、
　前記第４端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第４接点部と、
　　前記ボディの前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又は前記
第２側壁上に配置された第４接続部を有し、
　前記第１、第２接続部は、前記第１凹部内で第１接続対象に接続可能であり、
　前記第３、第４接続部は、前記第２凹部内で第２接続対象に接続可能であるコネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　　前記第２接続部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又
は前記第１側壁上に配置された第１部と、
　　　前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部下に当該第１接続部に接触するよ
うに配置された第２部とを有しており、
　　前記第４接続部は、前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又
は前記第２側壁上に配置された第１部と、
　　　当該第４接続部の前記第１部に連設されており且つ前記第３接続部下に当該第３接
続部に接触するように配置された第２部とを有しているコネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタにおいて、
　　前記第１接続部の外形は、前記第２接続部の前記第２部の外形よりも小さく、
　　前記第３接続部の外形は、前記第４接続部の前記第２部の外形よりも小さいコネクタ
。
【請求項４】
　請求項１記載のコネクタにおいて、
　　前記第２接続部は、前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられた又
は前記第１側壁上に配置された第１部と、
　　　前記第１部に連設されており且つ前記第１接続部上に当該第１接続部に接触するよ
うに配置された第２部とを有しており、
　　前記第４接続部は、前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられた又
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は前記第２側壁上に配置された第１部と、
　　　当該第４接続部の前記第１部に連設されており且つ前記第３接続部上に当該第３接
続部に接触するように配置された第２部とを有しているコネクタ。
【請求項５】
　請求項４記載のコネクタにおいて、
　　前記第２接続部の前記第２部の外形は、前記第１接続部の外形よりも小さく、
　　前記第４接続部の前記第２部の外形は、前記第３接続部の外形よりも小さいコネクタ
。
【請求項６】
　絶縁性を有するボディと、
　前記ボディに保持された第１、第２、第３、第４端子とを備えており、
　前記ボディは、接続部と、
　　第１底壁および第１側壁を有する第１凹部と、
　　第２底壁および第２側壁を有する第２凹部とを有しており、
　前記第２端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第２接点部と、
　　前記ボディの前記第１底壁上に配置された第２接続部とを有し、
　前記第１端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第１接点部と、
　　前記第２接続部上に配置された第１接続部とを有し、
　前記第４端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第４接点部と、
　　前記ボディの前記第２底壁上に配置された第４接続部とを有し、
　前記第３端子は、前記ボディの前記接続部に設けられた第３接点部と、
　　前記第４接続部上に配置された第３接続部とを有し、
　前記第１、第２接続部は、前記第１凹部内で第１接続対象に接続可能であり、
　前記第３、第４接続部は、前記第２凹部内で第２接続対象に接続可能であるコネクタ。
【請求項７】
　請求項１～６の何れかに記載のコネクタにおいて、
　　前記第１、第２接続部が一体化されており、
　　前記第３、第４接続部が一体化されているコネクタ。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載のコネクタにおいて、
　前記第１接続対象である第１芯線と、前記第２接続対象である第２芯線とを有するケー
ブルを更に備えたコネクタ。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載のコネクタにおいて、
　　前記第１、第２接点部は、少なくとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するよ
うに当該接続部に設けられており、
　　前記第３、第４接点部は、少なくとも一部が前記接続部の異なる箇所から露出するよ
うに当該接続部に設けられているコネクタ。
【請求項１０】
　請求項１～９の何れかに記載のコネクタに接続可能な相手側コネクタであって、
　絶縁性を有するボディと、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持された信号端子と、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持されており且つ前記第３端子の前記第３接点部
に接触可能な第１電源端子と、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持されており且つ前記第４端子の前記第４接点部
に接触可能な第２電源端子と、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持されており且つ前記第１端子の前記第１接点部
に接触可能な第３電源端子と、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持されており且つ前記第２端子の前記第２接点部
に接触可能な第４電源端子とを備えている相手側コネクタ。
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【請求項１１】
　請求項１０記載の相手側コネクタにおいて、
　当該相手側コネクタの前記ボディは、ベースと、
　　前記ベースに設けられた第１突部と、
　　　前記第１突部に設けられた第２突部とを有しており、
　前記第１、第２、第３、第４電源端子は、一部が前記第１突部から露出した第１、第２
、第３、第４接点部を有しており、
　前記信号端子は、一部が前記第２突部から露出した接点部を有している相手側コネクタ
。
【請求項１２】
　請求１１記載の相手側コネクタにおいて、
　前記第１、第２接点部の前記一部は、前記第１突部の異なる箇所から露出しており、
　前記第３、第４接点部の前記一部は、前記第１突部の異なる箇所から露出している相手
側コネクタ。
【請求項１３】
　請求項１～９の何れかに記載のコネクタに接続可能な相手側コネクタであって、
　絶縁性を有するボディと、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持された信号端子と、
　当該相手側コネクタの前記ボディに保持された一対の電源端子とを備えており、
　前記電源端子のうちの一方の電源端子は前記第１、第２端子の前記第１、第２接点部の
何れか一方に接触可能であり、
　前記電源端子のうちの他方の電源端子は、前記第３、第４端子の前記第３、第４接点部
の何れか一方に接触可能である相手側コネクタ。
【請求項１４】
　請求項１３記載の相手側コネクタにおいて、
　当該相手側コネクタの前記ボディは、ベースと、
　　前記ベースに設けられた第１突部と、
　　　前記第１突部に設けられた第２突部とを有しており、
　前記電源端子は、一部が前記第１突部から露出した接点部を有しており、
　前記信号端子は、一部が前記第２突部から露出した接点部を有している相手側コネクタ
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の第１コネクタは、ボディと、第１、第２、第３、
第４端子とを備えている。前記ボディは絶縁性を有している。前記ボディは、接続部と、
第１、第２凹部とを有している。前記第１凹部は、第１底壁と、第１側壁とを有している
。前記第２凹部は、第２底壁と、第２側壁とを有している。前記第１、第２、第３、第４
端子は前記ボディに保持されている。前記第１端子は、第１接点部と、第１接続部とを有
している。前記第１接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第１接続部
は、前記ボディの前記第１底壁内に当該第１底壁から露出するように設けられている又は
前記第１底壁上に配置されている。前記第２端子は、第２接点部と、第２接続部とを有し
ている。前記第２接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第２接続部は
、前記ボディの前記第１側壁内に当該第１側壁から露出するように設けられている又は前
記第１側壁上に配置されている。前記第３端子は、第３接点部と、第３接続部とを有して
いる。前記第３接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第３接続部は、
前記ボディの前記第２底壁内に当該第２底壁から露出するように設けられている又は前記
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第２底壁上に配置されている。前記第４端子は、第４接点部と、第４接続部とを有してい
る。前記第４接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第４接続部は、前
記ボディの前記第２側壁内に当該第２側壁から露出するように設けられている又は前記第
２側壁上に配置されている。前記第１、第２接続部は、前記第１凹部内で第１接続対象に
接続可能である。前記第３、第４接続部は、前記第２凹部内で第２接続対象に接続可能で
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような態様の第１コネクタによる場合、第１、第３接続部が第１、第２凹部の第１
、第２底壁に、第２、第４接続部が第１、第２凹部の第１、第２側壁に設けられている。
第１接続対象が、第１凹部内で第１接続部および第２接続部に纏めて接続される。第２接
続対象が、第２凹部内で第３接続部および第４接続部に纏めて接続される。よって、第１
接続対象と第１、第２端子の第１、第２接続部との接続スペースを低減することができ、
第２接続対象と第３、第４端子の第３、第４接続部との接続スペースを低減することがで
きる。第１、第２、第３、第４端子が電力供給用の端子として用いられる場合、第１、第
２端子の何れか一方と、第３、第４端子の何れか一方とを用いて電力供給（すなわち、一
系統で電力供給）を行うことができるし、第１、第２、第３、第４端子を用いて電力供給
（すなわち、複数系統で電力供給）を行うこともできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の第２コネクタは、ボディと、第１、第２、第３、第４端子とを備えている。前
記ボディは絶縁性を有している。前記ボディは、接続部と、第１、第２凹部とを有してい
る。前記第１凹部は、第１底壁と、第１側壁とを有している。前記第２凹部は、第２底壁
と、第２側壁とを有している。前記第１、第２、第３、第４端子は前記ボディに保持され
ている。前記第２端子は、第２接点部と、第２接続部とを有している。前記第２接点部は
前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第２接続部は、前記ボディの前記第１底
壁上に配置されている。前記第１端子は、第１接点部と、第１接続部とを有している。前
記第１接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第１接続部は、前記第２
接続部上に配置されている。前記第４端子は、第４接点部と、第４接続部とを有している
。前記第４接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第４接続部は、前記
ボディの前記第２底壁上に配置されている。前記第３端子は、第３接点部と、第３接続部
とを有している。前記第３接点部は前記ボディの前記接続部に設けられている。前記第３
接続部は、前記第４接続部上に配置されている。前記第１、第２接続部は、前記第１凹部
内で第１接続対象に接続可能である。前記第３、第４接続部は、前記第２凹部内で第２接
続対象に接続可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　このような態様の第２コネクタによる場合、第１、第２接続部が第１凹部の第１底壁上
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に重ねて配置されている。第３、第４接続部が第２凹部の第１底壁上に重ねて配置されて
いる。第１接続対象が、第１凹部内で第２、第１接続部に纏めて接続される。第２接続対
象が、第２凹部内で第４、３接続部に纏めて接続される。よって、第１接続対象と第１、
第２端子の第１、第２接続部との接続スペースを低減することができ、第２接続対象と第
３、第４端子の第３、第４接続部との接続スペースを低減することができる。第１、第２
、第３、第４端子が電力供給用の端子として用いられる場合、第１、第２端子の何れか一
方と、第３、第４端子の何れか一方とを用いて電力供給（すなわち、一系統で電力供給）
を行うことができるし、第１、第２、第３、第４端子を用いて電力供給（すなわち、複数
系統で電力供給）を行うこともできる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　このような態様の第１相手側コネクタによる場合、信号端子の接点部と、第１、第２、
第３、第４電源端子の第１、第２、第３、第４接点部とがボディの異なる箇所（第２、第
１突部）から露出している。このため、第１、第２、第３、第４電源端子を第３、第４、
第１、第２端子の第３、第４、第１、第２接点部に接触させるときに、信号端子が第３、
第４、第１、第２端子の第３、第４、第１、第２接点部に接触するのを防止することがで
きる。信号端子を別のコネクタの端子に接触させるときに、第１、第２、第３、第４電源
端子が別のコネクタの端子に接触するのを防止することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　前記第１、第２接点部の前記一部は、前記第１突部の異なる箇所から露出した構成とす
ることが可能である。前記第３、第４接点部の前記一部は、前記第１突部の異なる箇所か
ら露出した構成とすることが可能である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　収容部１５０ｂは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、Ｌ字凹部１５１ｂと、係合穴１５２
ｂと、スリット１５３ｂと、収容凹部１５４ｂとを有している。Ｌ字凹部１５１ｂは、ベ
ース１１０の第１凹部１３０ａの第１底壁１３１ａおよび第１側壁１３２ａに設けられた
断面略Ｌ字状の凹部である。Ｌ字凹部１５１ｂは、ボトム領域と、サイド領域とを有して
いる。ボトム領域は、第１底壁１３１ａに設けられている。サイド領域は、ボトム領域に
連通するように第１側壁１３２ａに設けられている。係合穴１５２ｂは、第１凹部１３０
ａのＹ１方向側の壁から接続部１４０のＹ２方向側の壁にかけて貫通した断面略Ｌ字状の
孔である。係合穴１５２ｂは、Ｌ字凹部１５１ｂに連通している。係合穴１５２ｂは、図
２Ａ、図４Ｃおよび図５Ａに示すように、収容部１５０ａの係合穴１５１ａのＺ１方向（
上方）側に位置している。係合穴１５２ｂと係合穴１５１ａとの間には、両者に連通した
矩形状の連通孔が設けられている。係合穴１５２ｂは、水平部と、垂直部とを有している
。スリット１５３ｂは、図４Ａおよび図５Ａに示すように、係合穴１５２ｂの垂直部に連
通するように、接続部１４０の底壁に設けられている。スリット１５３ｂは、Ｙ１方向に
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延びている。スリット１５３ｂは、溝１５２ａのＸ１方向側に位置している。収容凹部１
５４ｂは、接続部１４０のＸ１方向の側壁に設けられている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　収容部１５０ｄは、図５Ａ～図５Ｂに示すように、Ｌ字凹部１５１ｄと、係合穴１５２
ｄと、スリット１５３ｄと、収容凹部１５４ｄとを有している。Ｌ字凹部１５１ｄは、ベ
ース１１０の第２凹部１３０ｂの第２底壁１３１ｂおよび第２側壁１３２ｂに設けられた
断面略Ｌ字状の凹部である。Ｌ字凹部１５１ｄは、ボトム領域と、サイド領域とを有して
いる。ボトム領域は、第２底壁１３１ｂに設けられている。サイド領域は、ボトム領域に
連通するように第２側壁１３２ｂに設けられている。係合穴１５２ｄは、第２凹部１３０
ｂのＹ１方向側の壁から接続部１４０のＹ２方向側の壁にかけて貫通した断面略Ｌ字状の
孔である。係合穴１５２ｄは、Ｌ字凹部１５１ｄに連通している。係合穴１５２ｄは、図
４Ｃおよび図５Ａに示すように、収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃのＺ１方向（上方）側
に位置している。係合穴１５２ｄと係合穴１５１ｃとの間には、両者に連通した矩形状の
連通孔が設けられている。係合穴１５２ｄは、水平部と、垂直部とを有している。スリッ
ト１５３ｄは、図４Ａおよび図５Ａに示すように、係合穴１５２ｄの垂直部に連通するよ
うに、接続部１４０の底壁に設けられている。スリット１５３ｄは、Ｙ１方向に延びてい
る。スリット１５３ｄは、溝１５２ｃのＸ２方向側に位置している。収容凹部１５４ｄは
、接続部１４０のＸ２方向の側壁に設けられている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　第３端子２００ｃはボディ１００に保持された負極側（ＧＮＤ側）の電源端子である。
第３端子２００ｃは、図２Ｂ～図２Ｃ、図４Ａ～図４Ｃおよび図６Ａ～図６Ｂに示すよう
に、金属板で構成されている。第３端子２００ｃは第１端子２００ａの対称形状であるの
で、第３端子２００ｃが第１端子２００ａと相違している点についてのみ説明する。第３
端子２００ｃの第３係合部２２０ｃは、ボディ１００の収容部１５０ｃの係合穴１５１ｃ
に挿入され、係合されている。第３端子２００ｃの第３接点部２１０ｃは、収容部１５０
ｃの溝１５２ｃに挿入され、当該溝１５２ｃから接続部１４０に部分的に露出している。
第３端子２００ｃの第３折り曲げ部２３０ｃは、ボディ１００の第２凹部１３０ｂ内に収
容されている。第３端子２００ｃの第３接続部２４０ｃは、第２凹部１３０ｂの第２底壁
１３１ｂ上に配置されている。第３接続部２４０ｃは、Ｘ１、Ｘ２方向の端部を有する。
第３接続部２４０ｃのＸ１、Ｘ２方向の端部の間は切り欠かれている（以下、第１切欠き
部と称する。）。また、Ｘ２方向の端部のＹ１－Ｙ２方向の長さ寸法が、Ｘ１方向の端部
のＹ１－Ｙ２方向の長さ寸法よりも小さくなるように、Ｘ２方向の端部のＹ２方向の端部
が切り欠かれている（以下、第２切欠き部と称する。）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　ケース６００は、図１に示すように、ボディ１００のベース１１０、シールドケース５
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００ａのカップ５２０ａ、ケーブル保持部５３０ａ、シールドケース５００ｂおよびケー
ブル４００の長さ方向の一端部を覆う絶縁樹脂である。換言すると、シールドケース５０
０ａの筒５１０ａおよびボディ１００の突部１２０は、ケース６００からＹ１方向側に突
出している。ケーブル４００の一端部以外の部分は、ケース６００からＹ２方向側に導出
されている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　その後、ボディ１００のベース１１０、シールドケース５００ａのカップ５２０ａ、ケ
ーブル保持部５３０ａ、シールドケース５００ｂおよびケーブル４００の長さ方向の一端
部を、金型内に配置する。その後、金型内に絶縁樹脂を射出する。硬化した絶縁樹脂がケ
ース６００となる。これにより、ケース６００がボディ１００のベース１１０、シールド
ケース５００ａのカップ５２０ａ、ケーブル保持部５３０ａ、シールドケース５００ｂお
よびケーブル４００の長さ方向の一端部を覆う。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　第３に、コネクタＰと後述する相手側コネクタＲとの接続信頼性を向上させることがで
きる。第１、第３端子２００ａ、２００ｃの第１、第３接点部２１０ａ、２１０ｃは、接
続部１４０の底壁の溝１５２ａ、１５２ｃに挿入されている。第２端子２００ｂの第２接
点部２１０ｂは、接続部１４０の収容凹部１５４ｂのＸ１方向の壁に沿って配置されてい
る。第４端子２００ｄの第４接点部２１０ｄは、接続部１４０の収容凹部１５４ｄのＸ２
方向の壁に沿って配置されている。すなわち、第１、第３接点部２１０ａ、２１０ｃと、
第２、第４接点部２１０ｂ、２１０ｄとは、接続部１４０の異なる箇所から露出している
。よって、相手側コネクタＲがコネクタＰの上記接続孔に嵌合した状態で、コネクタＰが
こじられたとしても、第１、第２接点部２１０ａ、２１０ｂの少なくとも一方と、第３、
第４接点部２１０ｃ、２１０ｄとの少なくとも一方とが相手側コネクタＲに接続された状
態が維持され得るからである。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　ベース１１は、図８Ａ～図１１Ｂに示すように、絶縁樹脂製のブロックである。第１突
部１２は、ベース１１のＹ１’方向の端部のＺ１’－Ｚ２’方向の中央部に設けられた絶
縁樹脂製のブロックである。第１突部１２のＸ１’－Ｘ２’方向の寸法がベース１１のＸ
１’－Ｘ２’方向の寸法よりも小さく、第１突部１２のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法がベー
ス１１のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法よりも小さい。第２突部１３は、第１突部１２のＹ１
’方向の端部に設けられた絶縁樹脂製のブロックである。第２突部１３のＸ１’－Ｘ２’
方向の寸法が第１突部１２のＸ１’－Ｘ２’方向の寸法よりも小さく、第２突部１３のＺ
１’－Ｚ２’方向の寸法が第１突部１２のＺ１’－Ｚ２’方向の寸法よりも小さい。第１
、第２突部１２、１３の外形は、コネクタＰの上記接続孔の内形に対応した形状となって
いる。すなわち、第１、第２突部１２、１３はコネクタＰの接続孔に挿脱可能である。
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　グランド端子２０ｃは、図９Ａおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成
されている。グランド端子２０ｃは信号端子２０ｂと同形状であるので、グランド端子２
０ｃが信号端子２０ｂと相違している点についてのみ説明する。グランド端子２０ｃの係
合部２２ｃは、収容部１４ｃの係合孔１４ｃ１に挿入され、係合されている。グランド端
子２０ｃの接点部２１ｃは、収容部１４ｃの収容溝１４ｃ２に挿入されている。グランド
端子２０ｃの垂下部２３ｃは、収容部１４ｃの収容溝１４ｃ３に収容されている。図９Ａ
、図１０Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示す２４ｃは、グランド端子２０ｃのテール部で
ある。グランド端子２０ｃは、信号端子２０ｂと信号端子２０ｄとの間に配置されている
。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　第１電源端子３０ａは正極側（Ｖｃｃ側）の電源端子である。第１電源端子３０ａは、
図９Ｂおよび図１２Ａ～図１２Ｂに示すように、金属板で構成されている。第１電源端子
３０ａは、第１アーム３１ａと、第１接点部３２ａと、第１垂下部３３ａと、第１係合部
３４ａと、第１テール部３５ａとを有している。第１アーム３１ａは、Ｙ１’－Ｙ２’方
向に延びた金属板である。第１アーム３１ａは、収容部１５ａの収容部本体１５ａ２に挿
入されている。第１接点部３２ａは、第１アーム３１ａのＹ１’方向の端部に連設された
Ｚ２’方向に凸の突起である。第１接点部３２ａは、収容部１５ａの収容部本体１５ａ２
からＺ２’方向に突出している。第１垂下部３３ａは、第１アーム３１ａのＹ２’方向の
端部に連設されＺ２’方向に延びた金属板である。第１垂下部３３ａは、収容部１５ａの
収容溝１５ａ３に収容されている。第１係合部３４ａは、第１垂下部３３ａのＺ２’方向
の端部からＹ１’方向に延びた金属板である。第１係合部３４ａは、収容部１５ａの係合
穴１５ａ１に挿入され、係合されている。第１テール部３５ａは、第１垂下部３３ａのＺ
２’方向の端部からＹ２’方向に延びた金属板である。第１垂下部３３ａは、信号端子２
０ａのＬ字部２３ａの垂下部と信号端子２０ｂの垂下部２３ｂとの間に配置されている。
第１テール部３５ａは、信号端子２０ａのテール部２４ａと信号端子２０ｂのテール部２
４ｂとの間に配置されている。この配置により、第１電源端子３０ａが信号端子２０ａと
信号端子２０ｂとの間のクロストークを低減させる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　脚部４２は、シェル４１の底板および側板のＹ１’方向側の部分がカットされた板であ
って、Ｚ２’方向に延びている。脚部４３は、シェル４１の底板および側板のＹ２’方向
側の部分がカットされた板であって、Ｚ２’方向に延びている。脚部４２、４３は、上記
電子機器の基板のスルーホール電極に接続可能である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　同様に、ボディ１０の係合孔１４ｃ１に、グランド端子２０ｃの接点部２１ｃおよび係
合部２２ｃをＹ２’方向側から挿入する。すると、係合部２２ｃが係合孔１４ｃ１に係合
される。接点部２１ｃがボディ１０の第２突部１３の収容溝１４ｃ２に挿入され、接点部
２１ｃが収容溝１４ｃ３からＺ２’方向に露出する。グランド端子２０ｃの垂下部２３ｃ
がボディ１０の収容溝１４ｃ３に挿入される。これにより、グランド端子２０ｃが信号端
子２０ｂと信号端子２０ｄとの間に配置される。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　第２に、相手側コネクタＲの接続信頼性を向上させることができる。第１、第２電源端
子３０ａ、３０ｂの第１、第２接点部３２ａ、３２ｂは、第１突部１２の異なる箇所から
露出し、第３、第４電源端子３０ｃ、３０ｄの第３、第４接点部３２ｃ、３２ｄは、第１
突部１２の異なる箇所から露出している。このため、相手側コネクタＲがコネクタＰの前
側空間に嵌合した状態で、コネクタＰがこじられたとしても、第１、第２接点部３２ａ、
３２ｂの少なくとも一方と、第３、第４端子２００ｃ、２００ｄの第３、第４接点部２１
０ｃ、２１０ｄとの少なくとも一方との接続が維持され得ると共に、第３、第４接点部３
２ｃ、３２ｄの少なくとも一方と、コネクタＰの第１、第２端子２００ａ、２００ｂの第
１、第２接点部２１０ａ、２１０ｂの少なくとも一方との接続が維持され得る。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　上記実施例では、コネクタの第４端子は、第４接点部と、第４係合部と、第４延長部と
、第４接続部とを有しているとした。しかし、本発明のコネクタの第４端子は、第４接点
部と、第４接続部を有する限り任意に設計変更することが可能である。例えば、第４端子
は、第４接点部と、第４係合部と、第４接続部とを有する構成とすることが可能である。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　また、本発明の相手側コネクタは、絶縁性を有するボディと、前記ボディに保持されて
おり且つ第３端子の第３接点部に接触可能な第１電源端子と、前記ボディに保持されてお
り且つ第４端子の第４接点部に接触可能な第２電源端子と、前記ボディに保持されており
且つ第１端子の第１接点部に接触可能な第３電源端子と、前記ボディに保持されており且
つ第２端子の第２接点部に接触可能な第４電源端子とを備えた構成に設計変更することが
可能である。すなわち、信号端子を省略可能である。また、本発明の相手側コネクタは信
号端子を少なくとも一つ備えていれば良い。本発明の相手側コネクタの信号端子および第
１～第４電源端子は、接点部がボディの同一個所（ベース又は第１突部）から露出又は突
出するように設計変更することが可能である。また、本発明の相手側コネクタは、信号端
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子又は信号端子として使用される第１～第４電源端子にケーブルを接続することにより、
プラグコネクタに設計変更することが可能である。本発明の相手側コネクタの信号端子は
、シングルエンド信号を伝送する端子として使用することが可能である。
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